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11　　序序  文文

1.11.1 バージョンバージョン1.0 - 19921.0 - 1992年年

19921992年年 I I22CCバス仕様のバージョンには次のような改定が行なわれバス仕様のバージョンには次のような改定が行なわれ
ています。ています。

・・ソフトウエアによるスレーブ・アドレスのプログラミングが省略されソフトウエアによるスレーブ・アドレスのプログラミングが省略され
ました。この機能の実現はやや複雑であり、これまでに使用されました。この機能の実現はやや複雑であり、これまでに使用され
たことがありません。たことがありません。

・・“低速モード”が省略されました。実際には、このモードはトータル“低速モード”が省略されました。実際には、このモードはトータル
II22CC仕様の一部であり、明確に定義される必要はありません。仕様の一部であり、明確に定義される必要はありません。

・・“ファースト・モード”が追加されました。これにより、ビット・レートが“ファースト・モード”が追加されました。これにより、ビット・レートが
４倍の４倍の400kbit/s400kbit/sまで増加しました。高速デバイスは低速デバイまで増加しました。高速デバイスは低速デバイ
スとダウン・コンパチです、つまり、これをスとダウン・コンパチです、つまり、これを00～～100kbit/s100kbit/sののII22CCババ
ス・システムに使用することもできます。ス・システムに使用することもできます。

・・1010ビット・アドレス指定が追加されました。これにより、ビット・アドレス指定が追加されました。これにより、10241024のスのス
レーブ・アドレスが付加されました。レーブ・アドレスが付加されました。

・・EMCEMC（電磁干渉）性能を改善するために、ファースト・モード・デバ（電磁干渉）性能を改善するために、ファースト・モード・デバ
イスに対するスロープ・コントロールと入力フィルタが定義されまイスに対するスロープ・コントロールと入力フィルタが定義されま
した。した。

注：注：100kbit/s I100kbit/s I22CCバス・システムおよびバス・システムおよび100kbit/s100kbit/sデバイデバイ
スのいずれの変更もありません。スのいずれの変更もありません。

1.21.2 バージョンバージョン2.0-19982.0-1998年年

II22CCバスはデファクトのワールド・スタンダードになっており、現在、バスはデファクトのワールド・スタンダードになっており、現在、
10001000個以上の異なった個以上の異なったICICに応用され、に応用され、5050社以上の会社でライセン社以上の会社でライセン
スされています。しかしながら、今日の多くのアプリケーションにおスされています。しかしながら、今日の多くのアプリケーションにお
いては、より高速のバス・スピードおよびより低い動作電圧が要求いては、より高速のバス・スピードおよびより低い動作電圧が要求
されています。されています。II22CCバス仕様の改定を行ない、これらの要求を満足バス仕様の改定を行ない、これらの要求を満足
させました。このバージョンでは次のような変更を行いました。させました。このバージョンでは次のような変更を行いました。

・・ハイ・スピード・モード（ハイ・スピード・モード（HsHsモード）が追加されました。これにより、モード）が追加されました。これにより、
ビット・レートがビット・レートが3.4Mbit/s3.4Mbit/sまで増加しました。まで増加しました。00～～3.4Mbit/s3.4Mbit/sのの
ビット・レートで、一つのビット・レートで、一つのII22CCバス・システム上で、ファースト・モードバス・システム上で、ファースト・モード
および標準モードと組み合わせ、および標準モードと組み合わせ、HsHsモード・デバイスを使用するモード・デバイスを使用する
ことができるようになりました。ことができるようになりました。

・・2V2V以下の電源電圧において必要なノイズ・マージン（雑音余裕以下の電源電圧において必要なノイズ・マージン（雑音余裕
度）を得るために、デバイスの出力レベルを低くし、さらに、ヒステ度）を得るために、デバイスの出力レベルを低くし、さらに、ヒステ
リシス特性を付加しました。リシス特性を付加しました。

・・ファースト・モード・デバイスの出力段に要求されるファースト・モード・デバイスの出力段に要求される0.6V0.6V（（6mA6mAにに
て）の条件が省略されました。て）の条件が省略されました。

・・新しいデバイスに対する固定入力レベルはバス電圧に依存す新しいデバイスに対する固定入力レベルはバス電圧に依存す
るレベルに置き換わりました。るレベルに置き換わりました。

・・双方向性レベル・シフターのアプリケーション情報が付加されま双方向性レベル・シフターのアプリケーション情報が付加されま
した。した。

1.31.3 フィリップのフィリップのII22CCバス・デバイスの購入バス・デバイスの購入

フィリップス製フィリップス製II22CCバス・コンポーネントを購入した場合、フィリップスの持つバス・コンポーネントを購入した場合、フィリップスの持つII22CC特許権の下、特許権の下、 I I22CCバス・システム内バス・システム内
でこれらのコンポーネントを仕様するためのライセンスが与えられます。ただしそのバス・システムが、フィリップスでこれらのコンポーネントを仕様するためのライセンスが与えられます。ただしそのバス・システムが、フィリップス
の規定するの規定するII22CC仕様に準拠している場合に限ります。仕様に準拠している場合に限ります。
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22　　II22CCバスの設計および装置製造上の利点バスの設計および装置製造上の利点
家庭用機器、通信機器および産業用機器では、一見無関係に見家庭用機器、通信機器および産業用機器では、一見無関係に見
える設計の中に多くの類似点がしばしば見受けられます。例えば、える設計の中に多くの類似点がしばしば見受けられます。例えば、
ほとんどの場合、どのようなシステムにも下記の回路が含まれていほとんどの場合、どのようなシステムにも下記の回路が含まれてい
ます。ます。

・・情報制御処理回路。通常はシングルチップのマイクロコントロー情報制御処理回路。通常はシングルチップのマイクロコントロー
ラ。ラ。

・・LCDLCDドライバ、リモートドライバ、リモートI/OI/Oポート、ポート、RAMRAM、、 EEPROM EEPROMあるいはデータ・コあるいはデータ・コ
ンバータのような汎用回路。ンバータのような汎用回路。

・・ラジオやビデオ・システム用のディジタル・チューニング回路やラジオやビデオ・システム用のディジタル・チューニング回路や
信号処理回路または、トーン・ダイヤル機能を持つ電話機用の信号処理回路または、トーン・ダイヤル機能を持つ電話機用の
DTMFDTMF生成回路のような用途別専用回路。生成回路のような用途別専用回路。

フィリップスは、これらの類似点をシステム設計や装置製造に対しフィリップスは、これらの類似点をシステム設計や装置製造に対し
て有利に活かすことができるように、また、ハードウエアの効率を最て有利に活かすことができるように、また、ハードウエアの効率を最
大限に引き上げ、回路の簡素化を図るために、大限に引き上げ、回路の簡素化を図るために、ICIC間相互のコント間相互のコント
ロールを効率よく行なうことを目的とした、ロールを効率よく行なうことを目的とした、22本のワイヤーからなる本のワイヤーからなる
簡単な構造の双方向性バスを開発しました。このバスは、簡単な構造の双方向性バスを開発しました。このバスは、ICIC間相間相
互バス（互バス（II22CCバス）と呼ばれています。現在、フィリップスのバス）と呼ばれています。現在、フィリップスのICIC製品群製品群
は、は、150150種類以上の種類以上のCMOSCMOSおよびバイポーラのおよびバイポーラのII22CCバス対応デバイスバス対応デバイス
を用意しており、上記を用意しており、上記33種類の用途の全てに使用されています。全種類の用途の全てに使用されています。全
てのてのII22CCバス対応デバイスはオンチップ・インターフェースを持ってバス対応デバイスはオンチップ・インターフェースを持って
おり、これによっており、これによってII22CCバスを介して直接他のデバイスとの相互通バスを介して直接他のデバイスとの相互通
信を行なうことができます。このような設計思想のおかげで、これま信を行なうことができます。このような設計思想のおかげで、これま
でディジタル・コントロール回路を設計する上で生じていた多くのでディジタル・コントロール回路を設計する上で生じていた多くの
問題が解決されるようになりました。問題が解決されるようになりました。

II22CCバスの特徴をいくつか以下に挙げます。バスの特徴をいくつか以下に挙げます。

・・シリアル・データ・ライン（シリアル・データ・ライン（SDASDA）とシリアル・クロック・ライン（）とシリアル・クロック・ライン（SCLSCL）の）の
22本のバス・ラインのみで構成。本のバス・ラインのみで構成。

・・バスに接続されている各デバイスはそれぞれ固有のアドレスをバスに接続されている各デバイスはそれぞれ固有のアドレスを
持ち、それをもと持ち、それをもと  にソフトウエアによる各デバイスのアドレス指にソフトウエアによる各デバイスのアドレス指
定が可能。また、デバイス間には、マスターとスレーブという簡単定が可能。また、デバイス間には、マスターとスレーブという簡単
な関係が常に成立。マスターはマスター・トランスミッタまたはマスな関係が常に成立。マスターはマスター・トランスミッタまたはマス
ター・レシーバとして機能。ター・レシーバとして機能。

・・万一、複数のマスターが同時にデータ転送を開始しようとした場万一、複数のマスターが同時にデータ転送を開始しようとした場
合でも、データ破壊を防ぐために衝突検出機能およびアービト合でも、データ破壊を防ぐために衝突検出機能およびアービト
レーションを備えた本格的なマルチ・マスター・バス。レーションを備えた本格的なマルチ・マスター・バス。

・・88ビットの双方向シリアル・データ転送を標準モードでは最高ビットの双方向シリアル・データ転送を標準モードでは最高
100kbit/s100kbit/s、ファースト・モードでは、ファースト・モードでは400kbit/s400kbit/s、ハイスピード（、ハイスピード（HsHs））
モードではモードでは3.4Mbit/s3.4Mbit/sで行なうことが可能。で行なうことが可能。

・・オンチップ・フィルタによりバス上のスパイクを防ぎ、データの信オンチップ・フィルタによりバス上のスパイクを防ぎ、データの信
頼性を維持。頼性を維持。

・・バスの静電容量がバスの静電容量が400pF400pF以下であれば、以下であれば、11つのバス上につのバス上にICICをいをい
くつでも接続することが可能。くつでも接続することが可能。

図図11ににII22CCバスのバスの22つの応用例を示します。つの応用例を示します。

2.12.1　システム設計を行なう上での利点　システム設計を行なう上での利点

II22CCバス対応バス対応ICICを利用することで、機能ブロック図から直接プロトタを利用することで、機能ブロック図から直接プロトタ
イプへシステム設計をすぐに発展させることができます。さらに、外イプへシステム設計をすぐに発展させることができます。さらに、外
部インターフェースを必要とせずにこれらの部インターフェースを必要とせずにこれらのICICを直接を直接II22CCバスに接バスに接
続、または、バスから取り除くことによって、プロトタイプ・システムの続、または、バスから取り除くことによって、プロトタイプ・システムの
設計変更や改善を簡単に行なうことができます。特に、システム設設計変更や改善を簡単に行なうことができます。特に、システム設
計者にとって有利な計者にとって有利なII22CCバス対応バス対応ICICの特徴のいくつかを以下に紹の特徴のいくつかを以下に紹
介します。介します。

・・ブロック図上の機能ブロックが実際のブロック図上の機能ブロックが実際のICICと対応しているため、ブと対応しているため、ブ
ロック図から最終的な配線図への移行を短時間で行なうことがロック図から最終的な配線図への移行を短時間で行なうことが
可能。可能。

・・II22CCバス接続用のインターフェースがすでにチップ上に組み込まバス接続用のインターフェースがすでにチップ上に組み込ま
れているため、バス・インターフェースの設計が不要。れているため、バス・インターフェースの設計が不要。

・・アドレス指定およびデータ転送手順が提供されているため、ソフアドレス指定およびデータ転送手順が提供されているため、ソフ
トウエアによるシステムの定義が可能。トウエアによるシステムの定義が可能。

・・多くの場合、同じタイプの多くの場合、同じタイプのICICを多くの異なった用途に利用するこを多くの異なった用途に利用するこ
とが可能。とが可能。

・・設計者が、多用されている設計者が、多用されているII22CCバス対応バス対応ICICに代表される機能ブに代表される機能ブ
ロックにすぐに馴染むことができるため、設計時間の短縮が可ロックにすぐに馴染むことができるため、設計時間の短縮が可
能。能。

・・バス上の他の回路に一切影響を与えることなく、システム内でのバス上の他の回路に一切影響を与えることなく、システム内での
ICICの追加または除去が可能。の追加または除去が可能。

・・故障診断およびデバックを容易に行なうことができるため、不良故障診断およびデバックを容易に行なうことができるため、不良
個所の究明が簡単。個所の究明が簡単。

・・よく使用するプログラム・モジュールを集めたライブラリを作ってよく使用するプログラム・モジュールを集めたライブラリを作って
おくことで、ソフトウエア開発に必要な時間を短縮することが可おくことで、ソフトウエア開発に必要な時間を短縮することが可
能。能。

さらに、さらに、II22CCバス対応デバイス・シリーズの一つであるバス対応デバイス・シリーズの一つであるCMOS ICCMOS ICは、上は、上
記のような特徴に加えて下記のように、特に、ポータブル機器や記のような特徴に加えて下記のように、特に、ポータブル機器や
バッテリ・バックアップのシステムを設計する上で有利な特徴を備バッテリ・バックアップのシステムを設計する上で有利な特徴を備
えています。えています。

・・消費電力が非常に低い。消費電力が非常に低い。

・・対ノイズ性が高い。対ノイズ性が高い。

・・電源電圧範囲が広い。電源電圧範囲が広い。

・・動作温度範囲が広い。動作温度範囲が広い。
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図図11　　II22CCバスを応用したバスを応用した22つの製品例　つの製品例　（（aa））  高性能高集積テレビ高性能高集積テレビ

（（bb）） DECT DECTコードレス電話基地局コードレス電話基地局
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2.22.2　装置製造を行なう上での利点　装置製造を行なう上での利点

II22CCバス対応バス対応ICICは、システム設計を行なう上で便利なだけではなく、は、システム設計を行なう上で便利なだけではなく、
装置設計においても以下のような理由により、多くの便宜を提供し装置設計においても以下のような理由により、多くの便宜を提供し
ています。ています。

・・22本のワイヤーによって構成されるシリアル本のワイヤーによって構成されるシリアルII22CCバスは、構造が簡バスは、構造が簡
単なため内部接続を最小限に抑えることが可能。従って、ピン数単なため内部接続を最小限に抑えることが可能。従って、ピン数
や基盤上の配線数も少なくてすみ、その結果、低コストの基盤作や基盤上の配線数も少なくてすみ、その結果、低コストの基盤作
成が可能。成が可能。

・・II22CCバス・プロトコル（通信手順）が組み込まれているため、アドレバス・プロトコル（通信手順）が組み込まれているため、アドレ
ス・デコーダやその他の“バス接続用論理回路”が不要。ス・デコーダやその他の“バス接続用論理回路”が不要。

・・II22CCバスはマルチ・マスター・バスであるため、アセンブリ・ライン・バスはマルチ・マスター・バスであるため、アセンブリ・ライン・
コンピュータとの外部接続を介してエンド・ユーザー装置のテスコンピュータとの外部接続を介してエンド・ユーザー装置のテス
トや調整を簡単に実施することが可能。トや調整を簡単に実施することが可能。

・・SOSO（スモール・アウトライン）、（スモール・アウトライン）、VSOVSO（ベリイ・スモール・アウトライン）お（ベリイ・スモール・アウトライン）お
よびよびDILDIL（デュアル・イン・ライン）のデバイス内で（デュアル・イン・ライン）のデバイス内でII22CCバス対応バス対応ICIC
を利用することができるため、より一層の小型化が可能。を利用することができるため、より一層の小型化が可能。

以上は、以上は、II22CCバスの優れた特徴の一部にすぎません。さらに、バスの優れた特徴の一部にすぎません。さらに、II22CCババ
ス対応ス対応ICICを利用することにより、装置設計の自由な変更や最新のを利用することにより、装置設計の自由な変更や最新の
設計基準に合わせるためのシステム・グレードアップを簡単に行な設計基準に合わせるためのシステム・グレードアップを簡単に行な
うことができるので、より柔軟なシステム設計が可能になります。こうことができるので、より柔軟なシステム設計が可能になります。こ
のことにより、１つの基本的なモデルを元にしてシリーズの全モデのことにより、１つの基本的なモデルを元にしてシリーズの全モデ
ルの開発を行なうことができます。従って、新型モデルへのアップルの開発を行なうことができます。従って、新型モデルへのアップ
グレードや機能拡張（メモリー拡張、リモート・コントロールなど）は、グレードや機能拡張（メモリー拡張、リモート・コントロールなど）は、
必要な必要なICICをバスに追加するだけで簡単に行なうことができます。よをバスに追加するだけで簡単に行なうことができます。よ
り大容量のメモリー（り大容量のメモリー（ROMROM）が必要になった場合には、フィリップスの）が必要になった場合には、フィリップスの
幅広いデバイス群から必要サイズの幅広いデバイス群から必要サイズのROMROMを搭載したマイクロコントを搭載したマイクロコント
ローラを選択するだけですみます。新型のローラを選択するだけですみます。新型のICICは古いものに比べては古いものに比べて
機能的に優れているため、単に、旧型の機能的に優れているため、単に、旧型のICICをバスから取り除いて、をバスから取り除いて、
新型新型ICICと交換するだけで、装置に新しい機能を加えたり、装置のと交換するだけで、装置に新しい機能を加えたり、装置の
性能向上を図ることが簡単に行なえます。性能向上を図ることが簡単に行なえます。

33　　II22CCバス仕様の概略バス仕様の概略
シングル・チップ・マイクロコントローラを必要とするようなシングル・チップ・マイクロコントローラを必要とするような88ビット・アビット・ア
プリケーションにおいて、次のような一定の設計基準を確立するこプリケーションにおいて、次のような一定の設計基準を確立するこ
とができます。とができます。

・・一般的に完全なシステムは、少なくとも一つのマイクロコントロー一般的に完全なシステムは、少なくとも一つのマイクロコントロー
ラとメモリーや入出力エクスパンダなどの他の周辺デバイスからラとメモリーや入出力エクスパンダなどの他の周辺デバイスから
構成されています。構成されています。

・・システムに各デバイスを接続するためのコストはなるべく低く抑システムに各デバイスを接続するためのコストはなるべく低く抑
えることが必要です。えることが必要です。

・・このようなシステムは一般に制御機能を実行するためのものでこのようなシステムは一般に制御機能を実行するためのもので
あって、高速データの転送は不要です。あって、高速データの転送は不要です。

・・全体としての効率は、使用されるデバイスとそれらのデバイスを全体としての効率は、使用されるデバイスとそれらのデバイスを
相互に結合するバス構造の性質によって決定されます。相互に結合するバス構造の性質によって決定されます。

これらの基準を満足するシステムを構築するには、シリアル・バスこれらの基準を満足するシステムを構築するには、シリアル・バス
構造が必要です。シリアル・バスのスループットはパラレル・バスよ構造が必要です。シリアル・バスのスループットはパラレル・バスよ
り劣っていますが、ワイヤーの接続数や接続ピン数が少なくてすみり劣っていますが、ワイヤーの接続数や接続ピン数が少なくてすみ
ます。しかし、バスは単にデバイスを接続する配線ではなく、システます。しかし、バスは単にデバイスを接続する配線ではなく、システ
ム内ム内ででの通信を行の通信を行なうためのなうためのフフォーォーママットと手順を全て含ットと手順を全て含んんでいまでいま
すす。。

シリアル・バスで互いに通信するデバイスは、情報に矛盾が生じたシリアル・バスで互いに通信するデバイスは、情報に矛盾が生じた
りデータが失われることがないように、一定の通信手段（プロトコりデータが失われることがないように、一定の通信手段（プロトコ
ル）を持たなければなりません。高速デバイスと低速デバイスが相ル）を持たなければなりません。高速デバイスと低速デバイスが相
互に通信する機能も必要になります。接続されるシステムに依存す互に通信する機能も必要になります。接続されるシステムに依存す
るようなシステムの構成は避けなければなりません。そうでなけれるようなシステムの構成は避けなければなりません。そうでなけれ
ばシステムを変更したり改善することが不可能になるからです。まばシステムを変更したり改善することが不可能になるからです。ま
た、プロトコルは、いつ、どのデバイスによってバスがコントロールさた、プロトコルは、いつ、どのデバイスによってバスがコントロールさ
れるかを決定できるものでなければなりません。さらに、クロック速れるかを決定できるものでなければなりません。さらに、クロック速
度が異なるデバイスがバスに接続されている場合には、バスのク度が異なるデバイスがバスに接続されている場合には、バスのク
ロック・ソースの定義が必要になります。このロック・ソースの定義が必要になります。このII22CCバス仕様では、これバス仕様では、これ
らの全ての点に関して説明しています。らの全ての点に関して説明しています。

44　　II22CCバスの概念バスの概念
II22CCバスは全てのバスは全てのICICファブ・プロセス（ファブ・プロセス（NMOSNMOS、、CMOSCMOS、バイポーラ）をサ、バイポーラ）をサ
ポートしています。ポートしています。22本のワイヤー（シリアル・データ本のワイヤー（シリアル・データSDASDAとシリアル・とシリアル・
クロッククロックSCLSCL）によって、バスに接続されているデバイス間での情報）によって、バスに接続されているデバイス間での情報
伝達が行なわれます。各デバイスは、マイクロコントーラ、伝達が行なわれます。各デバイスは、マイクロコントーラ、LCDLCDドライドライ
バ、メモリーあるいはキーボード・インターフェース如何に拘わらず、バ、メモリーあるいはキーボード・インターフェース如何に拘わらず、
固有のアドレスによって認識され、機器の機能に応じてトランスミッ固有のアドレスによって認識され、機器の機能に応じてトランスミッ
タまたはレシーバとして動作できるようになっています。あきらかにタまたはレシーバとして動作できるようになっています。あきらかに
LCDLCDドライバはレシーバとしてしか動作しませんがメモリーはデータドライバはレシーバとしてしか動作しませんがメモリーはデータ
を受信することや送信することができます。これらのデバイスはトラを受信することや送信することができます。これらのデバイスはトラ
ンスミッタまたはレシーバとして考えることができるだけではなく、ンスミッタまたはレシーバとして考えることができるだけではなく、
データ転送を行なうときにはマスターまたはスレーブとして考えるこデータ転送を行なうときにはマスターまたはスレーブとして考えるこ
ともできます（表１参照）。マスターとは、バス上でデータ転送を開始ともできます（表１参照）。マスターとは、バス上でデータ転送を開始
するデバイスであり、転送を可能にするクロック信号を生成します。するデバイスであり、転送を可能にするクロック信号を生成します。
そのときマスターによってアドレス指定されるほとんどのデバイスもそのときマスターによってアドレス指定されるほとんどのデバイスも
スレーブとなります。スレーブとなります。
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表表11　　II22CCバスで使用される用語の定義バスで使用される用語の定義

データをバスに送信するデバイスデータをバスに送信するデバイス

データをバスから受信するデバイスデータをバスから受信するデバイス

データ転送を開始し、クロック信号を生成データ転送を開始し、クロック信号を生成
し、データ転送を終了するデバイスし、データ転送を終了するデバイス

マスターからアドレス指定されるデバイスマスターからアドレス指定されるデバイス

メッセージを失うことなく、複数のマスメッセージを失うことなく、複数のマス
ターが同時にバスをコントロールすることターが同時にバスをコントロールすること

複数のマスターが同時にバスをコントロー複数のマスターが同時にバスをコントロー
ルしようとするときに、１つのマスターだルしようとするときに、１つのマスターだ
けがバスをコントロールできるようにし、けがバスをコントロールできるようにし、
さらに、メッセージが失われたり内容が変さらに、メッセージが失われたり内容が変
更されないようにする手順更されないようにする手順

複数デバイスのクロック信号の同期をとる複数デバイスのクロック信号の同期をとる
ための手順ための手順

用　語用　語 説　明説　明

トランスミッタトランスミッタ

レシーバレシーバ

マスターマスター

スレーブスレーブ

マルチ・マルチ・
マスターマスター

アービトレーアービトレー
ションション

同期化同期化

II22CCバスはマルチ・マスター・バスです。マルチ・マスター・バスとは、バスはマルチ・マスター・バスです。マルチ・マスター・バスとは、
バスをコントロールする複数のデバイスを接続することができるババスをコントロールする複数のデバイスを接続することができるバ
スのことです。一般にマスターとなるのはマイクロコントーラですのスのことです。一般にマスターとなるのはマイクロコントーラですの
で、で、II22CCバスに接続されている２個のマイクロコントローラ間でデータバスに接続されている２個のマイクロコントローラ間でデータ
転送を行なう場合について考えてみます（図２参照）。転送を行なう場合について考えてみます（図２参照）。

この図では、この図では、II22CCバスのマスターとスレーブおよびレシーバとトランスバスのマスターとスレーブおよびレシーバとトランス
ミッタの間の関係が示されています。ただし、これらの関係は一時ミッタの間の関係が示されています。ただし、これらの関係は一時
的なものであり、その時点でのデータ転送の方向によってのみ決的なものであり、その時点でのデータ転送の方向によってのみ決
定されます。データの転送は次の順序で行なわれます。定されます。データの転送は次の順序で行なわれます。

１）１）マイクロコントローラマイクロコントローラAAがマイクロコントローラがマイクロコントローラBBに情報を送信するに情報を送信する
場合。場合。

・・マイクロコントローラマイクロコントローラAA（マスター）がマイクロコントローラ（マスター）がマイクロコントローラBB（スレー（スレー
ブ）のアドレスを指定。ブ）のアドレスを指定。

・・マイクロコントローラマイクロコントローラAA（マスター・トランスミッタ）がマイクロコント（マスター・トランスミッタ）がマイクロコント
ローラローラBB（スレーブ・レシーバ）にデータを送信。（スレーブ・レシーバ）にデータを送信。

・・マイクロコントローラマイクロコントローラAAによってデータ転送が終了。によってデータ転送が終了。

22））マイクロコントローラマイクロコントローラAAがマイクロコントローラがマイクロコントローラBBから情報を受信すから情報を受信す
る場合。る場合。

・・マイクロコントローラマイクロコントローラAA（マスター）がマイクロコントローラ（マスター）がマイクロコントローラBB（スレー（スレー
ブ）のアドレスを指定。ブ）のアドレスを指定。

・・マイクロコントローラマイクロコントローラAA（マスター・レシーバ）がマイクロコントローラ（マスター・レシーバ）がマイクロコントローラ
BB（スレーブ・トランスミッタ）からデータを受信。（スレーブ・トランスミッタ）からデータを受信。

・・マイクロコントローラマイクロコントローラAAによってデータ転送が終了。によってデータ転送が終了。

後者の場合でも、データ転送のタイミングをとりデータ転送を終了後者の場合でも、データ転送のタイミングをとりデータ転送を終了
するのは、マスター（マイクロコントローラするのは、マスター（マイクロコントローラAA）なります。）なります。

II22CCバスに複数のマイクロコントローラを接続できるということは、同バスに複数のマイクロコントローラを接続できるということは、同
時に複数のマスターがデータ転送を開始しようとする可能性があ時に複数のマスターがデータ転送を開始しようとする可能性があ
ることになります。そこで、このような現象が発生するのを防ぐためることになります。そこで、このような現象が発生するのを防ぐため
に、通信調整手順（アービトレーション）が開発されました。この通信に、通信調整手順（アービトレーション）が開発されました。この通信
手順では、手順では、II 22CCバスと全てのバスと全てのII 22CCバス・インターフェースの間のワイバス・インターフェースの間のワイ
ヤードヤードANDAND接続が利用されています。接続が利用されています。

複数のマスターがバスに情報を送信しようとした場合、他のマス複数のマスターがバスに情報を送信しようとした場合、他のマス
ターが‘ターが‘00’を生成したときに最初に‘’を生成したときに最初に‘11’を生成したマスターは通信’を生成したマスターは通信
を行なうことができなくなります。アービトレーション中のクロック信を行なうことができなくなります。アービトレーション中のクロック信
号は、号は、SCLSCLラインとラインとANDAND接続されているマスターによって生成される接続されているマスターによって生成される
クロックを組み合わせて同期されたものが使用されます（アービトクロックを組み合わせて同期されたものが使用されます（アービト
レーションの詳細についてはレーションの詳細については88節を参照してください）。節を参照してください）。

II22CCバスでは、常にマスターデバイスによってクロック信号が生成さバスでは、常にマスターデバイスによってクロック信号が生成さ
れます。従って、バス上でデータの送受信が行なわれる場合には、れます。従って、バス上でデータの送受信が行なわれる場合には、
マスターがそれぞれ独自のクロックを生成することになります。ママスターがそれぞれ独自のクロックを生成することになります。マ
スターが生成するバス・クロック信号は、周期を延ばすためにクロッスターが生成するバス・クロック信号は、周期を延ばすためにクロッ
ク・ラインを“Ｌ”に保持する低速のスレーブ・デバイス、または、アーク・ラインを“Ｌ”に保持する低速のスレーブ・デバイス、または、アー
ビトレーション中に他のマスターによって変更されることがあるのみビトレーション中に他のマスターによって変更されることがあるのみ
です。です。

図２図２　　　　22つのマイクロコントローラを使ったつのマイクロコントローラを使ったII22CCバス構成例バス構成例
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55　一般的な特徴　一般的な特徴
SDASDAととSCLSCLはどちらも双方向ラインであり、並列抵抗を介して正の電はどちらも双方向ラインであり、並列抵抗を介して正の電
源電圧に接続されています（図源電圧に接続されています（図33参照）。バスが開放されているとき参照）。バスが開放されているとき
には、どちらのラインも“には、どちらのラインも“HH”の状態になります。バスに接続されてい”の状態になります。バスに接続されてい
るデバイスの出力段には、るデバイスの出力段には、ANDAND接続機能を実行するためにオープ接続機能を実行するためにオープ
ン・ドレインまたはオープン・コレクタが必要になります。ン・ドレインまたはオープン・コレクタが必要になります。II22CCバスでバスで
は、標準モード時に最大は、標準モード時に最大100kbit/s100kbit/s、ファースト・モード時に最大、ファースト・モード時に最大
400kbit/s400kbit/s、高速モード時には、高速モード時には3.4Mbit/s3.4Mbit/sの高速でデータを転送すの高速でデータを転送す
ることができます。バスに接続されるインターフェースの数は、バスることができます。バスに接続されるインターフェースの数は、バス
の最大静電容量（の最大静電容量（400pF400pF）によってのみ制限されることになります。）によってのみ制限されることになります。
高速モードのマスター・デバイスの情報に関しては高速モードのマスター・デバイスの情報に関しては1313節を参照して節を参照して
ください。ください。

66　ビット転送　ビット転送
II22CCバスには異なる技術を利用したデバイス（バスには異なる技術を利用したデバイス（CMOSCMOS、、NMOSNMOS、バイポー、バイポー
ラ）を接続することができますので、論理値の“ラ）を接続することができますので、論理値の“00”（“”（“LL”）と“”）と“11”（“”（“HH”）”）
レベルは一定ではなく、レベルは一定ではなく、VVDDDDのレベルによって決定されます（電気的のレベルによって決定されます（電気的
な仕様についてはな仕様については1515節を参照）。転送される各データ・ビットごとに節を参照）。転送される各データ・ビットごとに
１つのクロック・パルスが生成されます。１つのクロック・パルスが生成されます。

6.16.1 データの有効性データの有効性

クロックが“クロックが“HH”の間には”の間にはSDASDAラインの状態は一定でなければなりまラインの状態は一定でなければなりま
せん。データ・ラインが“せん。データ・ラインが“HH”と“”と“LL”の間で状態を変更できるのは、”の間で状態を変更できるのは、SDLSDL
ラインのクロック信号が“ラインのクロック信号が“LL”のときに限られます（図４参照）。”のときに限られます（図４参照）。

図３図３　　標準およびファースト・モード・デバイスの　　標準およびファースト・モード・デバイスのII22CCバスへの接続バスへの接続
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6.26.2 『『STARTSTART』条件と『』条件と『STOPSTOP』条件』条件

II22CCバスの通信手順では『バスの通信手順では『STARTSTART』条件および『』条件および『STOPSTOP』条件という固』条件という固
有の状況が発生します（図５参照）。有の状況が発生します（図５参照）。

SCLSCLが“が“HH”のときに“”のときに“HH”から”からSDASDAラインが“ラインが“LL”に変化すると、このような”に変化すると、このような
状況が発生します。この場合は『状況が発生します。この場合は『STARTSTART』条件と呼ばれます。』条件と呼ばれます。

SCLSCLが“が“HH””のときのときににSDASDAラインラインが“が“LL”から“”から“HH”に変化”に変化するするとと、、同同じようじようなな
状況が発生状況が発生ししまますす。。ここの場合は『の場合は『STOPSTOP』条件と呼』条件と呼ばれまばれますす。。

『『STARTSTART』条件と『』条件と『STOPSTOP』条件は常にマスターによって生成されます。』条件は常にマスターによって生成されます。
『『STARTSTART』条件が発生した後には、バスがビジー状態になります。』条件が発生した後には、バスがビジー状態になります。
『『STOPSTOP』条件が生成されると、その後しばらく、バスは再びフリー状態』条件が生成されると、その後しばらく、バスは再びフリー状態
になります。このようにバスが開放されているフリー状態についてになります。このようにバスが開放されているフリー状態について
はは1515節で詳しく説明します。節で詳しく説明します。

図図44　　II22CCバス上でのビット転送バス上でのビット転送

『『STOPSTOP』条件の代わりに反復『』条件の代わりに反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）が生成した場合に）が生成した場合に
は、バスはビジー状態を保持します。この点において、『は、バスはビジー状態を保持します。この点において、『STARTSTART』条件』条件
（（SS）と反復『）と反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）は機能的には同じものです（図６参）は機能的には同じものです（図６参
照）。従って、このドキュメントの以下の部分において『照）。従って、このドキュメントの以下の部分において『STARTSTART』条件』条件
（（SS）と反復『）と反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）の両方を表すために、一般的な記号）の両方を表すために、一般的な記号
として記号として記号SSを用いています。ただし、特にを用いています。ただし、特にSrSrを使用する場合はこを使用する場合はこ
の限りではありません。の限りではありません。

バスに接続バスに接続さされれてているいるデデバイスバイスが必要が必要ななイインンターターフフェェーーススを備を備ええてて
いれば、『いれば、『STARTSTART』条件と『』条件と『STOPSTOP』条件の検出を容易に行なうことが』条件の検出を容易に行なうことが
できます。しかし、このようなインターフェースを備えていないデバできます。しかし、このようなインターフェースを備えていないデバ
イスでは、状態の変化を検出するために、各クロック・パルスごとにイスでは、状態の変化を検出するために、各クロック・パルスごとに
少少なくなくとともも22回ずつ回ずつSDASDAラライインンをサンプリングしなければなりません。をサンプリングしなければなりません。

図図55　『　『STARTSTART』条件と『』条件と『STOPSTOP』条件』条件
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77　データ転送　データ転送

7.17.1 バイトのフォーマットバイトのフォーマット

SDASDAラインに出力される各バイトの長さは必ずラインに出力される各バイトの長さは必ず88ビットになります。ビットになります。11回回
の転送で伝送できるバイト数には制限がなく、何バイトでも送ることの転送で伝送できるバイト数には制限がなく、何バイトでも送ること
ができます。各バイトの後にはアクノリッジ・ビットが必要になります。ができます。各バイトの後にはアクノリッジ・ビットが必要になります。
データは最上位ビット（データは最上位ビット（MSBMSB）から順に送信されます（図）から順に送信されます（図66参照）。レ参照）。レ
シーバが他の機能、例えば、内部割込みのサービスなどの実行をシーバが他の機能、例えば、内部割込みのサービスなどの実行を
終了するまで、データを構成する全バイトを受信することができな終了するまで、データを構成する全バイトを受信することができな
い場合、レシーバ側でクロック・ラインい場合、レシーバ側でクロック・ラインSCLSCLを“を“LL”に保持し、トランス”に保持し、トランス
ミッタを待ちの状態にすることができます。レシーバがデータ・バイミッタを待ちの状態にすることができます。レシーバがデータ・バイ
トを受信できる状態になり、クロック・ライントを受信できる状態になり、クロック・ラインSCLSCLを開放すると、データを開放すると、データ
転送が再開されます。転送が再開されます。

場合によっては、場合によっては、II22CCバスと異なるフォーマットを使用することもできバスと異なるフォーマットを使用することもでき
ます（例えば、ます（例えば、CBUSCBUSと互換性のあるデバイスの場合など）。バイト伝と互換性のあるデバイスの場合など）。バイト伝
送中でも、『送中でも、『STOPSTOP』条件を生成すれば、このようなアドレスから始ま』条件を生成すれば、このようなアドレスから始ま
るメッセージを終了することができます。この場合にはアクノリッジるメッセージを終了することができます。この場合にはアクノリッジ
は生成されません（は生成されません（10.1.310.1.3参照）。参照）。

7.27.2 アクノリッジアクノリッジ

データ転送を行なう場合、必ずアクノリッジが必要になります。アクデータ転送を行なう場合、必ずアクノリッジが必要になります。アク
ノリッジ用のクロック・パルスはマスターによって生成されます。アノリッジ用のクロック・パルスはマスターによって生成されます。ア
クノリッジ・クロック・パルスが生成されると、トランスミッタはクノリッジ・クロック・パルスが生成されると、トランスミッタはSDASDAライライ
ンを開放します（“ンを開放します（“HH”の状態になります）。”の状態になります）。

レシーバは、アクノリッジ・クロック・パルスが“レシーバは、アクノリッジ・クロック・パルスが“HH”状態のときに、”状態のときに、SDASDA
ラインが“ラインが“LL”状態で安定するように、アクノリッジ・クロック・パルスの”状態で安定するように、アクノリッジ・クロック・パルスの
出力にあわせて出力にあわせてSDASDAラインを“ラインを“LL”にしなければなりません（図７参”にしなければなりません（図７参
照）。もちろん、セットアップ時間とホールド時間（“照）。もちろん、セットアップ時間とホールド時間（“LL”の状態を保持”の状態を保持
する期間）も考慮する必要があります（これらについてはする期間）も考慮する必要があります（これらについては1515節で解節で解
説します）。説します）。

通常、アドレス指定されたレシーバは、メッセージが通常、アドレス指定されたレシーバは、メッセージがCBUSCBUSアドレスかアドレスか
ら始まる場合を除いて、各バイトが終了するたびにアクノリッジを生ら始まる場合を除いて、各バイトが終了するたびにアクノリッジを生
成しなければなりません。（成しなければなりません。（10.1.310.1.3参照）。参照）。

スレーブ・レシーバがアドレス確認を行なうことができない場合（例スレーブ・レシーバがアドレス確認を行なうことができない場合（例
えば、リアルタイム機能を実行しているために受信できないようなえば、リアルタイム機能を実行しているために受信できないような
場合）、そのスレーブはデータ・ラインを“場合）、そのスレーブはデータ・ラインを“HH”の状態に保持しなけれ”の状態に保持しなけれ
ばなりません。この時、マスターは『ばなりません。この時、マスターは『STOPSTOP』条件を生成してデータ転』条件を生成してデータ転
送を中止したり、新しい転送を始めるために反復『送を中止したり、新しい転送を始めるために反復『STARTSTART』条件を生』条件を生
成することができます。成することができます。

スレーブ・レシーバがアドレスを確認した場合でも、転送途中でスレーブ・レシーバがアドレスを確認した場合でも、転送途中で
データ・バイトを受信できなくなった時には、マスターによって転送データ・バイトを受信できなくなった時には、マスターによって転送
が途中で打ち切られることが必要になります。このようにスレーブが途中で打ち切られることが必要になります。このようにスレーブ
がデータを受信することができない場合、スレーブは次に送られてがデータを受信することができない場合、スレーブは次に送られて
くる最初のバイトに対してアクノリッジを生成しないことによってそくる最初のバイトに対してアクノリッジを生成しないことによってそ
のことを示します。スレーブはデータ・ラインを“のことを示します。スレーブはデータ・ラインを“HH”の状態に保ち、マ”の状態に保ち、マ
スターは『スターは『STOPSTOP』または反復『』または反復『STARTSTART』条件を生成できるようにする必』条件を生成できるようにする必
要があります。要があります。

マスターがレシーバとなる場合、スレーブから送信された最後のマスターがレシーバとなる場合、スレーブから送信された最後の
データ・バイトに対してアクノリッジをしないことによって、マスターデータ・バイトに対してアクノリッジをしないことによって、マスター
はスレーブ・トランスミッタにデータの終わりを知らせます。このとき、はスレーブ・トランスミッタにデータの終わりを知らせます。このとき、
スレーブ・トランスミッタはデータ・ラインを開放し、マスターが『スレーブ・トランスミッタはデータ・ラインを開放し、マスターが『STOPSTOP』』
停止または反復『停止または反復『STARTSTART』条件を生成できるようにする必要がありま』条件を生成できるようにする必要がありま
す。す。

図図66　　II22CCバス上のデータ転送バス上のデータ転送

START orSTART or
repeated STARTrepeated START

conditioncondition

STOP orSTOP or
repeated STARTrepeated START

conditioncondition
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88　アービトレーションとクロック生成　アービトレーションとクロック生成

8.18.1 同期同期

どのマスターも、どのマスターも、II22CCバスでメッセージを転送するためのクロックをバスでメッセージを転送するためのクロックを
SCLSCLライン上で独自に生成します。データはクロックが“ライン上で独自に生成します。データはクロックが“HH”の間だけ”の間だけ
有効となります。従って、アービトレーションが１ビットごとに実行され有効となります。従って、アービトレーションが１ビットごとに実行され
る場合には、クロックを統一するためのなんらかの規定が必要になる場合には、クロックを統一するためのなんらかの規定が必要にな
ります。ります。

クロック信号の同期は、クロック信号の同期は、SCLSCLラインとデバイスをラインとデバイスをANDAND接続することに接続することに
よって実行されます。これによってよって実行されます。これによってSCLSCLラインが“ラインが“HH”から“”から“LL”の状態”の状態
に変化すると、関連するデバイスは“に変化すると、関連するデバイスは“LL”期間のカウントを開始しま”期間のカウントを開始しま
す。あるデバイスのクロックが“す。あるデバイスのクロックが“LL”になると、そのデバイスは自分の”になると、そのデバイスは自分の
クロックが“クロックが“HH”の状態になるまで”の状態になるまでSCLSCLラインを“ラインを“LL”に保持します（図８”に保持します（図８
参照）。しかし、このデバイスのクロックが“参照）。しかし、このデバイスのクロックが“LL”から“”から“HH”に変化しても”に変化しても
他のデバイスのクロックがまだ“他のデバイスのクロックがまだ“LL”期間内にある場合、”期間内にある場合、SCLSCLラインのラインの
状態は変化しません。従って、状態は変化しません。従って、SCLSCLラインの“ラインの“LL”期間は、“”期間は、“LL”期間の”期間の
最も長いデバイスによって決定されることになります。この間、“最も長いデバイスによって決定されることになります。この間、“LL””
期間の短いデバイスは、“期間の短いデバイスは、“HH”のまま待ち状態になります。”のまま待ち状態になります。

図図77　　II22CCバス上のアクノリッジバス上のアクノリッジ

図８図８　　アービトレーション中のクロックの同期化　　アービトレーション中のクロックの同期化

全てのデバイスが“全てのデバイスが“LL”期間を終了すると、クロック・ラインが開放さ”期間を終了すると、クロック・ラインが開放さ
れて、“れて、“HH”状態になります。これでデバイスのクロックと”状態になります。これでデバイスのクロックとSCLSCLラインがラインが
同じ状態になり、どちらも“同じ状態になり、どちらも“HH”期間のカウントを開始します。”期間のカウントを開始します。SCLSCLライライ
ンは、“ンは、“HH”期間を最初に終了したデバイスによって再び“”期間を最初に終了したデバイスによって再び“LL”状態に”状態に
されます。されます。

このように、“このように、“LL”期間の最も長いデバイスによって“”期間の最も長いデバイスによって“LL”期間が、“”期間が、“HH””
期間の最も短いデバイスによって“期間の最も短いデバイスによって“HH”期間がそれぞれ決定され、”期間がそれぞれ決定され、
SCLSCLラインの同期がとられます。ラインの同期がとられます。

DATA OUTPUTDATA OUTPUT
BY TRANSMITTERBY TRANSMITTER

DATA OUTPUTDATA OUTPUT
BY RECEIVERBY RECEIVER

SCL FROMSCL FROM
MASTERMASTER
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8.28.28.28.28.2 アアアアアーーーーービビビビビトトトトトレレレレレーーーーーシシシシショョョョョンンンンン

マスターは、バスが開放状態の時にのみデータ転送を開始するこ
とができます。『START』条件の最小持続時間（tHD;STA）内に複数のマ
スターが『STA R T』条件を生成する場合があります。この場合、
『START』条件は一定の許可手順に従ってバスに送信されます。

SCLラインが“H”レベルにある時、SDAライン上に“H”レベルを送信し
ているマスターは、他のマスターがSDAライン上に“L”レベルを送信
していれば自分のレベルがバスのレベルと一致しないために、
データ出力段をオフにします。このようにして、SDAライン上での
アービトレーションが行われます。

アービトレーションは、多くのビットについて行なわれる場合があり
ます。この手順で最初に行なわれるのはアドレス・ビットの比較で
す（アドレス指定については10節および14節で解説します）。全て
のマスターが同じデバイスをアドレス指定しようとしている場合に
は、アービトレーションが行なわれてデータの比較が行われます。こ
の時I2Cバス上のアドレス情報とデータ情報が使用されるので、こ
の処理によって情報が失われることはありません。

通信を許可されなかったマスターは、そらが決定されたバイトの終
わりまでクロック・パルスを生成することができます。
Hsモード・マスターはユニークな８ビット・マスター・コードを持ってい
ますので、常に第１バイト中のアービトレーションを終了します（13節
参照）。

アドレス指定の段階で、あるマスター・デバイスの通信不許可が決
定し、かつ、そのマスターがスレーブ機能を持っている場合、そのマ
スター・デバイスは通信を許可されたマスターによってアドレス指定
の対象になっていることが考えられます。従って、通信不許可と
なったこのデバイスはすぐにスレーブ・レシーバ・モードに切り替わ
る必要があります。

図９は２つのマスターの間での通信許可（アービトレーション）手順
を示したものです。もちろん、より多くのマスター間（最大数はバス
に接続されているマスターの数によって決定）で通信許可手順
が行なわれることもあります。DATA1を生成するマスターの内部デー
タ・レベルとSDAラインとの実レベルが異なっているとき、このマス
ターのデータ出力はオフになります。その後、このマスターの“H”出
力レベルがバスに接続されます。これは通信許可を得たマスター
によって開始されたデータ転送には、いかなる影響も与えません。

I2Cバスのコントロールは、同時に通信を開始しようとするマスター
の送信するアドレスとデータ情報のみに基づいて決定されるため、
バス上では優先マスター・デバイスや優先順位などは存在しませ
ん。

シリアル転送の際、反復『START』条件または『STOP』条件が『START』
条件がI2Cバスに送られた時点でアービトレーション手順がまだ実
行中である場合には、特に注意が必要です。もし、このような状況
が発生する可能性がある場合は、これに関係するマスターは、この
反復『START』条件または『STOP』条件をフォーマット・フレーム内の
同一の場所で送ることが必要になります。換言すれば、以下の2者
間でではプロトコルが機能しないことになります。

・反復『START』条件とデータ・ビット

・『STOP』条件とデータ・ビット

・反復『START』条件と『STOP』条件

スレーブは、アービトレーションの手順とは無関係です。

図9　2つのマスターのアービトレーション手順
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8.38.3 クロック同期メカニズムを利用したハンドシェーククロック同期メカニズムを利用したハンドシェーク

クロック同期メカニズムは、アービトレーション手順内で使用するだクロック同期メカニズムは、アービトレーション手順内で使用するだ
けではなく、レシーバをバイト・レベルまたはビット・レベルで高速けではなく、レシーバをバイト・レベルまたはビット・レベルで高速
データ転送に対応できるようにするためにも利用されます。データ転送に対応できるようにするためにも利用されます。
　　

デバイスはバイト・レベルで高速レートのデータのバイトを受信しまデバイスはバイト・レベルで高速レートのデータのバイトを受信しま
すが、受信したデータを貯蔵したり、あるいは、送信されるべき他のすが、受信したデータを貯蔵したり、あるいは、送信されるべき他の
バイトを用意するのにもっと多くの時間を必要とします。１バイトのアバイトを用意するのにもっと多くの時間を必要とします。１バイトのア
クノリッジを受信した後にクノリッジを受信した後にSCLSCLラインの“ラインの“LL”レベルをフォールドしま”レベルをフォールドしま
す。マスターは、一種のハンドシェーク手順で次ぎのバイトの送信をす。マスターは、一種のハンドシェーク手順で次ぎのバイトの送信を
行なうためにこのスレーブが準備されるまで、待ち受け状態になり行なうためにこのスレーブが準備されるまで、待ち受け状態になり
ます（図ます（図66参照）。参照）。

ビット・レベルではビット・レベルではII22CCインターフェース・ハードウエアを持たない、まインターフェース・ハードウエアを持たない、ま
たは、限られたハードウエアしか持たないマイクロコントローラなどたは、限られたハードウエアしか持たないマイクロコントローラなど
のデバイスは、各クロックの“のデバイスは、各クロックの“LL”期間を延長することにより、バス・ク”期間を延長することにより、バス・ク
ロックのスピードを遅くすることができます。このようにして、マスロックのスピードを遅くすることができます。このようにして、マス
ターのスピードを、このデバイス内の内部動作スピードに適合させターのスピードを、このデバイス内の内部動作スピードに適合させ
ることが可能になります。ることが可能になります。

HsHsモードにおいて、このハンドシェークの機能はバイト・レベルでのモードにおいて、このハンドシェークの機能はバイト・レベルでの
み使用されます（み使用されます（1313節参照）。節参照）。

99　７ビット・アドレスのフォーマット　７ビット・アドレスのフォーマット
データ転送では、図データ転送では、図1010に示されているフォーマットが使用されます。に示されているフォーマットが使用されます。
『『STARTSTART』条件（』条件（SS）の後、スレーブのアドレスが送信されます。このア）の後、スレーブのアドレスが送信されます。このア
ドレスは７ビットで構成され、ドレスは７ビットで構成され、88ビット目にはデータ方向ビット（ビット目にはデータ方向ビット（R/WR/W）が）が
続きます。このデータ方向ビットが続きます。このデータ方向ビットが  ““00”であれば送信（書き込み）、”であれば送信（書き込み）、
““11”であればデータ要求（読み込み）を示します。データ転送は、必”であればデータ要求（読み込み）を示します。データ転送は、必
ずマスターが生成する『ずマスターが生成する『STOPSTOP』条件（』条件（PP）によって終了します。しか）によって終了します。しか
し、マスターがまだバス上での通信を続けたい場合には、先にし、マスターがまだバス上での通信を続けたい場合には、先に
『『STOPSTOP』条件を生成することなく、反復『』条件を生成することなく、反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）を生成して）を生成して
別のスレーブのアドレスを指定することができます。このようなデー別のスレーブのアドレスを指定することができます。このようなデー
タ転送において、いろいろな組み合わせの読み込み、および書きタ転送において、いろいろな組み合わせの読み込み、および書き
込みフォーマットが可能になります。込みフォーマットが可能になります。

図図1010　完全なデータ転送　完全なデータ転送
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以下のようなデータ転送フォーマットが可能です。以下のようなデータ転送フォーマットが可能です。

・・マスター・トランスミッタからスレーブ・レシーバへのデータ送信。マスター・トランスミッタからスレーブ・レシーバへのデータ送信。
転送方向は変わりません（図転送方向は変わりません（図1111参照）。参照）。

・・マスターがマスターが11バイト目の直後から、スレーブのデータを読み込む場バイト目の直後から、スレーブのデータを読み込む場
合（図合（図1212参照）。最初のアクノリッジ時に、マスター・トランスミッタ参照）。最初のアクノリッジ時に、マスター・トランスミッタ
はマスター・レシーバに、スレーブ・レシーバはスレーブ・トランスはマスター・レシーバに、スレーブ・レシーバはスレーブ・トランス
ミッタに変化します。この場合にもアクノリッジはスレーブが生成ミッタに変化します。この場合にもアクノリッジはスレーブが生成
し、『し、『STOPSTOP』条件はマスターが生成するという状況は変わりませ』条件はマスターが生成するという状況は変わりませ
ん。ん。この『停止』条件はマスターによって生成されており、この状この『停止』条件はマスターによって生成されており、この状
態はすでに非アクノリッジ（態はすでに非アクノリッジ（AA）を送出しています。）を送出しています。

・・複合フォーマット（図複合フォーマット（図1313参照）。一回の転送中に方向が変化する参照）。一回の転送中に方向が変化する
ときには、『ときには、『STARTSTART』条件とスレーブ・アドレスの双方が送信されま』条件とスレーブ・アドレスの双方が送信されま
す。ただし、す。ただし、R/WR/Wビットの方向は逆になります。マスター・レシーバビットの方向は逆になります。マスター・レシーバ
が反復『が反復『STARTSTART』条件を送信していな場合には、このレシーバ』条件を送信していな場合には、このレシーバ
がすでに非アクノリッジ（がすでに非アクノリッジ（AA）を送出していたことになります。）を送出していたことになります。

注：注：

1.1. 例えば複合フォーマットは、シリアル・メモリーのコントロールなど例えば複合フォーマットは、シリアル・メモリーのコントロールなど
に利用されます。最初のデータ・バイト中に、内部メモリー・ロに利用されます。最初のデータ・バイト中に、内部メモリー・ロ
ケーションが書き込まなければなりません。『ケーションが書き込まなければなりません。『STARTSTART』条件とス』条件とス
レーブ・アドレスが再び送信されると、データの送信が可能になレーブ・アドレスが再び送信されると、データの送信が可能にな
ります。ります。

2.2. 以前にアクセスされたメモリー・ロケーションの自動加算または以前にアクセスされたメモリー・ロケーションの自動加算または
自動減算についての決定は、全てデバイスの設計者が行ない自動減算についての決定は、全てデバイスの設計者が行ない
ます。ます。

3.3. 上記手順において上記手順においてAAまたはまたはAAによって示されているように、各バによって示されているように、各バ
イトの後にアクノリッジが続きます。イトの後にアクノリッジが続きます。

4.4. II 22 CC バス対応のデバイスは、適切なフォーマットに従ってバス対応のデバイスは、適切なフォーマットに従って
『『STARTSTART』条件がセットされた場合においても、『』条件がセットされた場合においても、『STARTSTART』条件ま』条件ま
たは反復『たは反復『STARTS T A R T』条件を受信した時点でバス・ロジックをリ』条件を受信した時点でバス・ロジックをリ
セットし、この『セットし、この『STARTSTART』条件が適切なフォーマットに従った場所』条件が適切なフォーマットに従った場所
に無い場合においてすら、スレーブ・アドレスの送信を予測できに無い場合においてすら、スレーブ・アドレスの送信を予測でき
るようにしておかなければなりません。るようにしておかなければなりません。

5.5.『『STARTSTART』条件のすぐ後に停止条件（無効条件）が続くのは不』条件のすぐ後に停止条件（無効条件）が続くのは不
法なフォーマットです。法なフォーマットです。

図図1111　マスター・トランスミッタによる７ビット・アドレスを持つスレーブ・レシーバのアドレス。　マスター・トランスミッタによる７ビット・アドレスを持つスレーブ・レシーバのアドレス。

転送方向は無変化。転送方向は無変化。

図図1212　　  第一バイトの後、マスターがすぐにスレーブからのデータを読む場合。第一バイトの後、マスターがすぐにスレーブからのデータを読む場合。
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1010　７ビット・アドレス指定　７ビット・アドレス指定
通常通常II22CCバスのアドレス指定手順では、マスターがどのスレーブをバスのアドレス指定手順では、マスターがどのスレーブを
選択するかが『選択するかが『STARTSTART』条件に続く最初のバイトで判断できるように』条件に続く最初のバイトで判断できるように
考えられています。ただし、『ゼネラル・コール』アドレスは例外であ考えられています。ただし、『ゼネラル・コール』アドレスは例外であ
り、全てのデバイスのアドレスを指定することができます。このアドり、全てのデバイスのアドレスを指定することができます。このアド
レスが使用される場合には、理論的には全てのデバイスがアクノレスが使用される場合には、理論的には全てのデバイスがアクノ
リッジを行わなければなりません。しかし、このアドレスを無視するリッジを行わなければなりません。しかし、このアドレスを無視する
ようにデバイスを設定することも可能です。ゼネラル・コール・アドレようにデバイスを設定することも可能です。ゼネラル・コール・アドレ
スのスの22バイト目バイト目にによっよってて、実行、実行すすべき動作が指定されます。ゼネラル・べき動作が指定されます。ゼネラル・
コールコール・・アドアドレレスについてはスについては10.1.110.1.1でさらに詳しく述べられていまでさらに詳しく述べられていま
す。また、す。また、1010ビット・アドレス指定についてはビット・アドレス指定については1414節を参照してくださ節を参照してくださ
い。い。

10.110.1 第一バイト内の各ビットの定義第一バイト内の各ビットの定義

このバイトの最初の７ビットは、スレーブ・アドレスを示します（図このバイトの最初の７ビットは、スレーブ・アドレスを示します（図1414参参
照）。照）。88番目のビットは番目のビットはLSBLSB（最下位ビット）と呼ばれ、メッセージの方（最下位ビット）と呼ばれ、メッセージの方
向を決定するためのビットです。第一バイトの最下位ビットが向を決定するためのビットです。第一バイトの最下位ビットが  ““00””
であるということは、マスターから指定されたスレーブに向かって情であるということは、マスターから指定されたスレーブに向かって情
報の書き込みが行なわれることを示しています。このビットが“報の書き込みが行なわれることを示しています。このビットが“11”で”で
あるということは、マスターがスレーブからの情報を読み込むことをあるということは、マスターがスレーブからの情報を読み込むことを
示しています。示しています。

アドレスが送信されると、システム内の各デバイスは『アドレスが送信されると、システム内の各デバイスは『STARTSTART』条件』条件
の後の最初の後の最初  の７ビットをそれぞれ各自のアドレスと比較します。アの７ビットをそれぞれ各自のアドレスと比較します。ア
ドレスが一致した場合、そのデバイスはスレーブ・レシーバまたはスドレスが一致した場合、そのデバイスはスレーブ・レシーバまたはス
レーブ・トランスミッタ（レーブ・トランスミッタ（R/WR/Wビットに応じて決定）としてマスターからアビットに応じて決定）としてマスターからア
ドレス指定されたと判断します。ドレス指定されたと判断します。

スレーブ・アドレスは、変更不能な固定部分とプログラム可能な部スレーブ・アドレスは、変更不能な固定部分とプログラム可能な部
分から構成されている場合があります。分から構成されている場合があります。11つのシステム内には同一つのシステム内には同一
のデバイスが複数個使用されることが考えられるため、このようなのデバイスが複数個使用されることが考えられるため、このような
場合にはスレーブ・アドレスのプログラム可能な部分を変更するこ場合にはスレーブ・アドレスのプログラム可能な部分を変更するこ
とにより、可能な限り多くのデバイスをとにより、可能な限り多くのデバイスを11つのつのII22CCバスに接続できるバスに接続できる
ようになります。ようになります。

デバイスのアドレス・ビット中のプログラム可能なビットの数は、利用デバイスのアドレス・ビット中のプログラム可能なビットの数は、利用
可能なピンの数によって決定します。例えば、あるデバイスのアドレ可能なピンの数によって決定します。例えば、あるデバイスのアドレ
ス・ビットの中でス・ビットの中で44ビットが固定部分であり、ビットが固定部分であり、33ビットがプログラム可能ビットがプログラム可能
である場合には、１つのバスに最大である場合には、１つのバスに最大88つの同種のデバイスを接続すつの同種のデバイスを接続す
ることが可能になります。ることが可能になります。

** not shaded becausenot shaded because
transfer direction oftransfer direction of
data and acknowledge bitsdata and acknowledge bits
depends on R/W bits.depends on R/W bits.

図図13 13 　複合フォーマット　複合フォーマット

MSBMSB LSBLSB

R/WR/W

slave addressslave address

図図1414　開始手順後の第一バイト　開始手順後の第一バイト

II22CCバスによってバスによってII22CCアドレスの割り当て調整が行われます。より詳アドレスの割り当て調整が行われます。より詳
細な情報については、このドキュメントの裏カバーに記載したフィ細な情報については、このドキュメントの裏カバーに記載したフィ
リップスの代理店からお求めになれます。それぞれ、リップスの代理店からお求めになれます。それぞれ、88種類の組み種類の組み
合わせを持つ合わせを持つ22組のアドレス（組のアドレス（0000xxx0000xxxとと1111xxx1111xxx）は、表）は、表22の目的のの目的の
ために予約されています。スレーブ・アドレスの組み合わせために予約されています。スレーブ・アドレスの組み合わせ
11110xx11110xxはは1010ビット・アドレス指定用に予約されているために使用ビット・アドレス指定用に予約されているために使用
できません（できません（1414節参照）。節参照）。
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注注

1.1.『『STARTSTART』バイトの受信時には、どのデバイスもアクノリッジを送る』バイトの受信時には、どのデバイスもアクノリッジを送る
ことができません。ことができません。

2.2. CBUSCBUS対応デバイスと対応デバイスとII22CC対応デバイスを対応デバイスを11つのシステム内に混つのシステム内に混
在させることができるように、在させることができるように、CBUSCBUSアドレスが予約されていまアドレスが予約されていま
す。このアドレスを受信したときには、す。このアドレスを受信したときには、II22CCバス・デバイスは応答バス・デバイスは応答
することができません。することができません。

3.3. II22CCバスの通信手順と他の通信手順を混在させることができるバスの通信手順と他の通信手順を混在させることができる
ように、異なるバス・フォーマット用に予約されているアドレスもように、異なるバス・フォーマット用に予約されているアドレスも
含まれています。このようなフォーマットおよび通信手段を使っ含まれています。このようなフォーマットおよび通信手段を使っ
て動作することができるて動作することができるII22CCバス対応デバイスだけが、このアドバス対応デバイスだけが、このアド
レスに応答することができるようになっています。レスに応答することができるようになっています。

10.1.110.1.1　ゼネラル・コール・アドレス　ゼネラル・コール・アドレス

ゼネラル・コード・アドレスは、ゼネラル・コード・アドレスは、II22CCに接続されている全てのデバイスに接続されている全てのデバイス
をアドレス指定するために使用されるアドレスです。しかし、ゼネラをアドレス指定するために使用されるアドレスです。しかし、ゼネラ
ル・コールで送信される情報の中に必要なデータが全く含まれてル・コールで送信される情報の中に必要なデータが全く含まれて
いない場合には、デバイスはアクノリッジを送信しないことによっていない場合には、デバイスはアクノリッジを送信しないことによって
このアドレスを無視することができます。ゼネラル・コール送信によこのアドレスを無視することができます。ゼネラル・コール送信によ
るデータを必要とするデバイスは、ゼネラル・コール・アドレス指定るデータを必要とするデバイスは、ゼネラル・コール・アドレス指定
に対してアクノリッジを送信し、スレーブ・レシーバとして機能しまに対してアクノリッジを送信し、スレーブ・レシーバとして機能しま
す。す。22番目以降のバイトは、このデータを処理することができる全て番目以降のバイトは、このデータを処理することができる全て
のスレーブ・レシーバによって受信確認されることになります。スのスレーブ・レシーバによって受信確認されることになります。ス
レーブ・デバイスがこれらのバイト中の一部を処理できない場合にレーブ・デバイスがこれらのバイト中の一部を処理できない場合に
は、アクノリッジを送信しないことによってそのバイトを無視しなけは、アクノリッジを送信しないことによってそのバイトを無視しなけ
ればなりません。ゼネラル・コール・アドレスの内容は、必ず２バイトればなりません。ゼネラル・コール・アドレスの内容は、必ず２バイト
目で定義されています（図目で定義されています（図1515参照）。参照）。

以下の以下の22つの場合が考えられます。つの場合が考えられます。

・・最下位ビット最下位ビットBBが“が“00”の場合”の場合

・・最下位ビット最下位ビットBBが“が“11”の場合”の場合

表表22　第一バイトの定義　第一バイトの定義

スレーブスレーブ
アドレスアドレス

R / WR / W
ビットビット

説　明説　明

ゼネラル・コール・アドレスゼネラル・コール・アドレス

スタート・バイトスタート・バイト（（11））

C B U SC B U Sアドレスアドレス（（22））

異なるバス・フォーマット用に予約されている異なるバス・フォーマット用に予約されている

アドレスアドレス（（33））

将来の利用のために予約将来の利用のために予約

HsHsモード・マスター・コードモード・マスター・コード

将来の利用のために予約将来の利用のために予約

1010ビット・スレーブ・アドレス指定ビット・スレーブ・アドレス指定

0000  0000000  000

0000  0000000  000

0000  0010000  001

0000  0100000  010

0000  0110000  011

0000  1XX0000  1XX

1111  1XX1111  1XX

1111  0XX1111  0XX

00

11

XX

XX

XX

XX

XX

XX

図図1515　ゼネラル・コール・アドレスのフォーマット　ゼネラル・コール・アドレスのフォーマット

00

first bytefirst byte
(general call address)(general call address)

second bytesecond byte

00 00 00 00 00 00 00 AA XX XX XX XX XX XX XX BB AA

LSBLSB

最下位ビット最下位ビットBBが“が“00”の場合、”の場合、22バイト目は以下の内容になります。バイト目は以下の内容になります。

・・0000011000000110（（H06H06）：スレーブ・アドレスのプログラム可能な部分の）：スレーブ・アドレスのプログラム可能な部分の
ハードウエアによるリセットおよび書き込み指示。このハードウエアによるリセットおよび書き込み指示。この22バイトを受バイトを受
信すると、ゼネラル・コール・アドレスに応答されるように設定され信すると、ゼネラル・コール・アドレスに応答されるように設定され
た全てのデバイスがアドレスのプログラム可能な部分をリセットた全てのデバイスがアドレスのプログラム可能な部分をリセット
し、そこに新しいアドレスを書き込みます。電源電圧の供給後、こし、そこに新しいアドレスを書き込みます。電源電圧の供給後、こ
れらのラインが“れらのラインが“LL”レベルになることでバスがブロックされるた”レベルになることでバスがブロックされるた
め、デバイスがめ、デバイスがSDASDAラインまたはラインまたはSCLSCLラインを“ラインを“LL”レベルにしないよ”レベルにしないよ
うに注意することが必要です。うに注意することが必要です。

・・0000010000000100（（H04H04）：）：  スレーブ・アドレスのプログラム可能な部分のスレーブ・アドレスのプログラム可能な部分の
ハードウエアによる書き込み指示。自身のアドレスのプログラムハードウエアによる書き込み指示。自身のアドレスのプログラム
可能な部分をハードウエアによって定義している全てのデバイ可能な部分をハードウエアによって定義している全てのデバイ
ス（およびゼネラル・コール・アドレスに応答するデバイス）は、こス（およびゼネラル・コール・アドレスに応答するデバイス）は、こ
の連続するの連続する22バイトを受け取ることによってそのプログラム可能バイトを受け取ることによってそのプログラム可能
な部分の状態を保持します。デバイスのリセットは行われません。な部分の状態を保持します。デバイスのリセットは行われません。

・・0000000000000000（（H01H01）：このコードを）：このコードを22バイト目として使用することはでバイト目として使用することはで
きません。きません。

アドレス・プログラミングのプログラミングについては、それぞれのアドレス・プログラミングのプログラミングについては、それぞれの
デバイスのデータ・シートを参照してください。デバイスのデータ・シートを参照してください。

他のコードは一定ではないため、デバイスはこれらのコードを無視他のコードは一定ではないため、デバイスはこれらのコードを無視
しなければなりません。しなければなりません。

最下位ビット最下位ビットBBが“が“11”の場合、この２バイト・シーケンスは『ハードウエ”の場合、この２バイト・シーケンスは『ハードウエ
ア・ゼネラル・コール』となります。つまり、このシーケンスは、キーア・ゼネラル・コール』となります。つまり、このシーケンスは、キー
ボード・スキャナなどの希望するスレーブ・アドレスを送信するようボード・スキャナなどの希望するスレーブ・アドレスを送信するよう
にプログラミングできないハードウエア・マスター・デバイスによっにプログラミングできないハードウエア・マスター・デバイスによっ
て送信されることになります。ハードウエア・マスターは、メッセージて送信されることになります。ハードウエア・マスターは、メッセージ
をどのデバイスに送信すべきかを前もって知らないため、このハーをどのデバイスに送信すべきかを前もって知らないため、このハー
ドウエア・ゼネラル・コールと自分自身のアドレスを生成してシステドウエア・ゼネラル・コールと自分自身のアドレスを生成してシステ
ムに自分を認識させることしかできません（図ムに自分を認識させることしかできません（図1616参照）。参照）。

第第22バイトの残りの７ビットは、ハードウエア・マスターのアドレスを表バイトの残りの７ビットは、ハードウエア・マスターのアドレスを表
します。このアドレスは、バスに接続されているインテリジェント・デします。このアドレスは、バスに接続されているインテリジェント・デ
バイス（マイクロコントローラなど）によって認識され、ハードウエア・バイス（マイクロコントローラなど）によって認識され、ハードウエア・
マスターからの情報は、このバスを通して送られます。ハードウエマスターからの情報は、このバスを通して送られます。ハードウエ
ア・マスターがスレーブとしても機能できる場合、スレーブ・アドレスア・マスターがスレーブとしても機能できる場合、スレーブ・アドレス
はマスター・アドレスと同じになります。はマスター・アドレスと同じになります。
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一部のシステムでは、システム・リセットの後でハードウエア・マス一部のシステムでは、システム・リセットの後でハードウエア・マス
ター・トランスミッタがスレーブ・レシーバ・モードになることがありまター・トランスミッタがスレーブ・レシーバ・モードになることがありま
す。このようにすれば、システムを構成するマスターはどのアドレスす。このようにすれば、システムを構成するマスターはどのアドレス
にデータを送信しなければならないのかをハードウエア・マスター・にデータを送信しなければならないのかをハードウエア・マスター・
トランスミッタ（現在はスレーブ・レシーバ・モード）に指示することがトランスミッタ（現在はスレーブ・レシーバ・モード）に指示することが
できます（図できます（図1717参照）。このプログラミング手順の後もハードウエア・参照）。このプログラミング手順の後もハードウエア・
マスターは、マスター・トランスミッタ・モードのままになります。マスターは、マスター・トランスミッタ・モードのままになります。

10.1.210.1.2　『　『STARTSTART』バイト』バイト

マイクロコントローラは、マイクロコントローラは、II22CCバスにバスに22通りの方法で接続することがで通りの方法で接続することがで
きます。オンチップ・ハードウエアきます。オンチップ・ハードウエアII22CCバス・インターフェースを持つマバス・インターフェースを持つマ
イクロコントローラの場合、バスから要求を受けたときのみ割り込みイクロコントローラの場合、バスから要求を受けたときのみ割り込み
がかかるようにプログラムすることができます。このようなインターがかかるようにプログラムすることができます。このようなインター
フェースを持たないデバイスは、ソフトウエアを介して常にバスを監フェースを持たないデバイスは、ソフトウエアを介して常にバスを監
視していなければなりません。視していなければなりません。

図図1616　ハードウエア・マスター・トランスミッタからのデータ転送　ハードウエア・マスター・トランスミッタからのデータ転送

当然、マイクロコントローラがバスを監視、つまり、ポーリングする時当然、マイクロコントローラがバスを監視、つまり、ポーリングする時
間が長くなればなるほど、本来実行しなければならない機能のた間が長くなればなるほど、本来実行しなければならない機能のた
めに費やすことのできる時間は少なくなります。従って、高速ハーめに費やすことのできる時間は少なくなります。従って、高速ハー
ドウエア・デバイスと、ソフトウエア・ポーリングを行なう比較的低速ドウエア・デバイスと、ソフトウエア・ポーリングを行なう比較的低速
のマイクロコントローラではスピードに差がでます。のマイクロコントローラではスピードに差がでます。

このような場合には、データ転送の前に通常よりかなり時間がかかこのような場合には、データ転送の前に通常よりかなり時間がかか
る開始手順が必要となる場合があります（図る開始手順が必要となる場合があります（図1818）。この開始手順は）。この開始手順は
以下のような内容から構成されています。以下のような内容から構成されています。

・・『『STARTSTART』条件（』条件（SS））

・・『『STARTSTART』バイト　（』バイト　（0000000100000001））

・・アクノリッジ・クロック・パルス（アクノリッジ・クロック・パルス（ACKACK））

・・反復『反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr））

　図　図17 17 　スレーブ・デバイスに直接データをダンプすることができるハードウエア・トランスミッタのデータ転送　スレーブ・デバイスに直接データをダンプすることができるハードウエア・トランスミッタのデータ転送

（（aa））  構成マスターがハードウエア・マスターにダンプ・アドレスを送信する場合。構成マスターがハードウエア・マスターにダンプ・アドレスを送信する場合。

（（bb））  ハードウエア・マスターが指定されたスレーブにデータを送信する場合。ハードウエア・マスターが指定されたスレーブにデータを送信する場合。
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バスへのアクセスを必要とするマスターから『バスへのアクセスを必要とするマスターから『STARTSTART』条件』条件SSが送信が送信
された後、『された後、『STARTSTART』バイト（』バイト（0000000100000001）が送信されます。別のマイクロ）が送信されます。別のマイクロ
コントローラは、『コントローラは、『STARTSTART』バイト中の７つの』バイト中の７つの00のいずれかを検出するまのいずれかを検出するま
で、低いサンプリング・スピードでで、低いサンプリング・スピードでSDASDAラインのサンプリングを行いまラインのサンプリングを行いま
す。す。SDASDAライン上で“ライン上で“LL”レベルが検出されると、マイクロコントローラ”レベルが検出されると、マイクロコントローラ
は同期をとるために使用される反復『は同期をとるために使用される反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）を検出する）を検出する
ために、さらに速いサンプリング・スピードに切り替わります。ために、さらに速いサンプリング・スピードに切り替わります。

ハードウエア・レシーバは、反復『ハードウエア・レシーバは、反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）を受信すると、こ）を受信すると、こ
れをリセットして、以後『れをリセットして、以後『STARTSTART』バイトを無視します。』バイトを無視します。
『『STARTSTART』バイトの後に、アクノリッジ用のクロック・パルスが生成され』バイトの後に、アクノリッジ用のクロック・パルスが生成され
ます。ます。

このクロック・パルスは、バス上で使用されるバイト処理フォーマッこのクロック・パルスは、バス上で使用されるバイト処理フォーマッ
トの準拠するためにだけに生成されます。どのデバイスも『トの準拠するためにだけに生成されます。どのデバイスも『STARTSTART』』
バイトに対してアクノリッジを応答することはできません。バイトに対してアクノリッジを応答することはできません。

図図18 18 　『　『STARTSTART』バイト手順』バイト手順

10.1.310.1.3 CBUSCBUSとの互換性との互換性

CBUSCBUSレシーバをレシーバをII22CCバスに接続することができます。しかし、このよバスに接続することができます。しかし、このよ
うな場合には、うな場合には、DLENDLENと呼ばれると呼ばれる33番目のバス・ラインを確認し、アク番目のバス・ラインを確認し、アク
ノリッジ・ビットを省略するようにしなければなりません。通常、ノリッジ・ビットを省略するようにしなければなりません。通常、II22CC上上
でのデータ転送は、でのデータ転送は、88ビットから構成されるバイトの送信によって行ビットから構成されるバイトの送信によって行
われますが、われますが、CBUSCBUSデバイスの場合にはフォーマットが異なっていまデバイスの場合にはフォーマットが異なっていま
す。す。

複複合バス構造において、合バス構造において、II22CCデバイスがデバイスがCBUSCBUSメッセージに応答しなメッセージに応答しな
いようにすることが必要です。そのため、いようにすることが必要です。そのため、II22CCデバイスが応答するこデバイスが応答するこ
とができない特殊なとができない特殊なCBUSCBUSアドレス（アドレス（0000001x0000001x）が確保されていま）が確保されていま
す。す。CBUSCBUSアドレスが送信された後でアドレスが送信された後でDLENDLENラインをアクティブ状態にラインをアクティブ状態に
すれば、すれば、CBUSCBUSフォーマットでのデータ転送を実行することができまフォーマットでのデータ転送を実行することができま
す（図す（図1919参照）。『参照）。『STOPSTOP』条件の後、再び全てのデバイスがデータを』条件の後、再び全てのデバイスがデータを
受け取れる状態になります。受け取れる状態になります。

マスター・トランスミッタはマスター・トランスミッタはCBUSCBUSアドレスを送信した後、アドレスを送信した後、CBUSCBUSフォーフォー
マットを送信することができます。送信は、全てのデバイスが『マットを送信することができます。送信は、全てのデバイスが『STOPSTOP』』
条件を認識した時に終了します。条件を認識した時に終了します。

注：設計者は、注：設計者は、CBUSCBUS構成がわかっており、構成がわかっており、CBUSCBUSデバイスがこれ以上デバイスがこれ以上
追加されないことがわかっている場合、その時使用するデバイス追加されないことがわかっている場合、その時使用するデバイス
の条件に合わせてホールド時間を設定することができます。の条件に合わせてホールド時間を設定することができます。
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図図1919　　CBUSCBUSトランスミッタ／レシーバを使ったデータ転送のフォーマットトランスミッタ／レシーバを使ったデータ転送のフォーマット

1111　　II22CCバス仕様の拡張バス仕様の拡張
データ転送レートが最高データ転送レートが最高100kbit/s100kbit/sで、で、77ビット・アドレス指定が可能ビット・アドレス指定が可能
ななII22CCバスは、仕様変更することなくバスは、仕様変更することなく19801980年以来利用されてきまし年以来利用されてきまし
た。この規格は事実上の標準として世界中で受け入れられ、数百た。この規格は事実上の標準として世界中で受け入れられ、数百
種類もの種類ものII22CCバス対応のバス対応のICICが、フィリップスや他のメーカーによってが、フィリップスや他のメーカーによって
販売されています。より高速の要求を満たすため、新しいデバイス販売されています。より高速の要求を満たすため、新しいデバイス
において増加しているスレーブ・アドレスをもっと多く得るために、において増加しているスレーブ・アドレスをもっと多く得るために、
現在、現在、II22CCバスの仕様が拡張され、次のバスの仕様が拡張され、次の33つの機能が加えられましつの機能が加えられまし
た。た。

・・ファースト・モード：ビット・レートファースト・モード：ビット・レート400kbit/s400kbit/sまで。まで。

・・ハイ・スピード（ハイ・スピード（HsHs）モード）モード：ビット・レート：ビット・レート3.4Mbit/s3.4Mbit/sまで。まで。

・・1010ビット・アドレス指定ビット・アドレス指定：これにより最大：これにより最大10241024のアドレスを追加利のアドレスを追加利
用することが可能になります。用することが可能になります。

II22CCバス仕様をこのように拡張した理由は、以下のように２つありまバス仕様をこのように拡張した理由は、以下のように２つありま
す。す。

・・新しいアプリケーションでは、より多くのシリアル・データを送る必新しいアプリケーションでは、より多くのシリアル・データを送る必
要があるので、要があるので、100kbit/s100kbit/s（標準モード）あるいは（標準モード）あるいは400kbit/s400kbit/s
（ファースト・モード）よりも高速でのビット転送が求められるように（ファースト・モード）よりも高速でのビット転送が求められるように
なったため。なったため。ICICの製造技術の進歩により、インターフェース回路の製造技術の進歩により、インターフェース回路
の製造コストを上げることなく、の製造コストを上げることなく、  3.4Mbit/s  3.4Mbit/s（（HsHsモード）までのモード）までの
高速化が実現できました。高速化が実現できました。

・・７ビット・アドレス指定方式では７ビット・アドレス指定方式では112112のアドレスのほとんどはすでのアドレスのほとんどはすで
にに22回以上利用され、今後、新しいデバイスに対するアドレスの割回以上利用され、今後、新しいデバイスに対するアドレスの割
り当てを問題なく行なうためには、より多くのアドレスの組み合わり当てを問題なく行なうためには、より多くのアドレスの組み合わ
せが必要となったため。新しいせが必要となったため。新しい1010ビット・アドレス指定方式では、ビット・アドレス指定方式では、
利用可能なアドレスの数を約利用可能なアドレスの数を約1010倍に増やすことができます。倍に増やすことができます。

ファースト・モードまたはファースト・モードまたはHsHsモードのモードのII22CCバス・インターフェースを持つバス・インターフェースを持つ
デバイスには、７ビットまたはデバイスには、７ビットまたは1010ビットのスレーブ・アドレスのどちらでビットのスレーブ・アドレスのどちらで
も割り当てることができます。しかし、ハードウエア・コストがもっともも割り当てることができます。しかし、ハードウエア・コストがもっとも
安価であり、メッセージの長さも最短になる７ビット・アドレスが好ま安価であり、メッセージの長さも最短になる７ビット・アドレスが好ま
れています。れています。F/SF/SモードまたはモードまたはHsHsモード・システムのいずれの場合にモード・システムのいずれの場合に
おいても、同じおいても、同じII22CCバス上に７ビットおよびバス上に７ビットおよび1010ビット・アドレスを混在さビット・アドレスを混在さ
せることが可能です。せることが可能です。
既存のマスター・デバイスおよび今後開発されるマスター・デバイ既存のマスター・デバイスおよび今後開発されるマスター・デバイ
スは、７ビット・アドレスまたはスは、７ビット・アドレスまたは1010ビット・アドレスのいずれかを生成すビット・アドレスのいずれかを生成す
ることができます。ることができます。

1212　ファースト・モード　ファースト・モード
II22CCバスのファースト・モードでも、バスのファースト・モードでも、SDASDAおよびおよびSCLSCLラインの通信手段、ラインの通信手段、
フォーマット、ロジック・レベルおよび最大容量正負荷は、従来のフォーマット、ロジック・レベルおよび最大容量正負荷は、従来のII22CC
バス仕様と同一です。バス仕様と同一です。II22CCバス・インターフェースを持つ新しいデババス・インターフェースを持つ新しいデバ
イスは、ファースト（イスは、ファースト（FF）またはハイスピード（）またはハイスピード（HsHs）・モード仕様の最低必）・モード仕様の最低必
要条件を満足しなければなりません（要条件を満足しなければなりません（1313節参照）。節参照）。

ファースト・モード・デバイスは、ファースト・モード・デバイスは、400kbit/s400kbit/sまでのデータを受信したまでのデータを受信した
り送信することができます。この最低要求条件はり送信することができます。この最低要求条件は400kbit/s400kbit/sのデーのデー
タ転送に同期できることであり、この転送スピードを落とすためにタ転送に同期できることであり、この転送スピードを落とすために
SCLSCL信号の“信号の“LL”期間を延長することができます。ファースト・モード・”期間を延長することができます。ファースト・モード・
デバイスは、デバイスは、00～～100kbit/s I100kbit/s I22CCバス・システムの標準モード・デババス・システムの標準モード・デバ
イスとダウン・コンパチであり、このバス・システムとの通信を行なうイスとダウン・コンパチであり、このバス・システムとの通信を行なう
ことができます。一方、標準モード・デバイスはファースト・モード・シことができます。一方、標準モード・デバイスはファースト・モード・シ
ステムとアップ・コンパチではなく、高速のデータ転送スピードに追ステムとアップ・コンパチではなく、高速のデータ転送スピードに追
随できず、また、どのような状態が生じるかも想定できないので、こ随できず、また、どのような状態が生じるかも想定できないので、こ
のモードをファースト・モード・バス・システムの中に組み入れることのモードをファースト・モード・バス・システムの中に組み入れること
はできません。はできません。

STARTSTART
conditioncondition

CBUSCBUS
addressaddress

R/WR/W
bitbit

ACKACK
relatedrelated

clock pulseclock pulse

n - data bitsn - data bits CBUSCBUS
load pulseload pulse

STOPSTOP
conditioncondition
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従来の従来のII22CCバス仕様と異なる点は次の通りです。バス仕様と異なる点は次の通りです。

・・最大ビット・レートが最大ビット・レートが400kbit/s400kbit/sに増大しました。に増大しました。

・・シリアル・データ（シリアル・データ（SDASDA）およびシリアル・クロック（）およびシリアル・クロック（SCLSCL）信号のタイ）信号のタイ
ミングが変更されました。ミングが変更されました。CBUSCBUSなどの高いビット・レートに対応しなどの高いビット・レートに対応し
ていない他のバス・システムとの互換性を考慮する必要がなくていない他のバス・システムとの互換性を考慮する必要がなく
なりました。なりました。

・・ファースト・モード・デバイスの入力に、ファースト・モード・デバイスの入力に、SDASDAおよびおよびSCLSCL入力におい入力におい
てスパイク防止対策およびシュミット・トリガが必要になりました。てスパイク防止対策およびシュミット・トリガが必要になりました。

・・ファースト・モード・デバイスの出力バッファにファースト・モード・デバイスの出力バッファにSDASDAおよびおよびSCLSCL信号信号
の立ち下り・エッジ・スロープ・コントロールの組み込みが必要にの立ち下り・エッジ・スロープ・コントロールの組み込みが必要に
なりました。なりました。

・・ファースト・モード・デバイスへの電源供給が切れた場合、バス・ファースト・モード・デバイスへの電源供給が切れた場合、バス・
ラインを妨げることがないようにラインを妨げることがないようにSDASDAおよびおよびSCLSCLののI/OI/Oピンと電源ピンと電源
との接続が外れるようになっていなければなりません。との接続が外れるようになっていなければなりません。

・・バス・ラインに接続された外部並列デバイスは、ファースト・モードバス・ラインに接続された外部並列デバイスは、ファースト・モード
II22CCバスに対応するために、より短い許容可能立ち上がり時間をバスに対応するために、より短い許容可能立ち上がり時間を
可能にするように変更される必要があります。バスの負荷が最高可能にするように変更される必要があります。バスの負荷が最高
200pF200pFまでの場合、各バス・ラインの並列デバイスを抵抗として使までの場合、各バス・ラインの並列デバイスを抵抗として使
用することができます。また、負荷が用することができます。また、負荷が200pF200pF～～400pF400pFの場合には、の場合には、
並列デバイスを電流供給源（最大並列デバイスを電流供給源（最大3mA3mA）または図）または図4343に示すようにに示すように
スイッチ付き抵抗として利用することができます。スイッチ付き抵抗として利用することができます。

1313　　HsHsモードモード
ハイスピード（ハイスピード（HsHs）モード・デバイスは飛躍的な）モード・デバイスは飛躍的なII22CCバス・転送スピーバス・転送スピー
ドを提供します。ドを提供します。HsHsモード・デバイスはモード・デバイスは3.4Mbit/s3.4Mbit/sまでのビット・レーまでのビット・レー
トの情報を転送することができ、ファースト（トの情報を転送することができ、ファースト（FF）モードおよび標準）モードおよび標準
モード・デバイスと完全にダウンコンパチであり、複合スピード・バモード・デバイスと完全にダウンコンパチであり、複合スピード・バ
ス・システム内での双方向通信を行なうことができます。ス・システム内での双方向通信を行なうことができます。HsHsモードモード
転送中でアービトレーションおよびクロックの同期化ができないこ転送中でアービトレーションおよびクロックの同期化ができないこ
とは例外ですが、とは例外ですが、F/SF/Sモード・システムの場合と同じシリアル・バス・モード・システムの場合と同じシリアル・バス・
プロトコルおよびデータ・フォーマットが得られます。非常に多くのアプロトコルおよびデータ・フォーマットが得られます。非常に多くのア
プリケーションにおいてプリケーションにおいてHsHsモード・デバイスをデザイン・インすることモード・デバイスをデザイン・インすること
が望まれていますが、アプリケーションにより、新しいデバイスはが望まれていますが、アプリケーションにより、新しいデバイスは
ファーストまたはハイスピードファーストまたはハイスピードII22CCバス・インターフェースを持っていバス・インターフェースを持ってい
ます。ます。

13.113.1 高速転送高速転送

3.4Mbit/s3.4Mbit/sまでのビット転送を達成するには、通常のまでのビット転送を達成するには、通常のII22CCバス仕様バス仕様
に対して次の改良が必要です。に対して次の改良が必要です。

・・HsHsモード・マスター・デバイスは、モード・マスター・デバイスは、SDAHSDAH信号に対してはオープン・信号に対してはオープン・
ドレインの出力バッファが必要であり、ドレインの出力バッファが必要であり、SCLHSCLHに対してはオープン・に対してはオープン・
ドレインのプルダウンと電流ソースのプルアップ回路ドレインのプルダウンと電流ソースのプルアップ回路（（11））が必要でが必要で
す。この電流ソース回路によりす。この電流ソース回路によりSCLHSCLH信号の立ち上がり時間が短信号の立ち上がり時間が短
くなります。１つのマスターの電流ソースだけが一度だけくなります。１つのマスターの電流ソースだけが一度だけHsHsモーモー
ドの時にのみイネーブルされます。ドの時にのみイネーブルされます。

・・マルチ・マスター・システムにおいてマルチ・マスター・システムにおいてHsHsモード転送時にアービトモード転送時にアービト
レーションおよびクロック同期は行われず、ビット処理機能のスレーションおよびクロック同期は行われず、ビット処理機能のス
ピードアップが図られます。アービトレーションは、常に、ピードアップが図られます。アービトレーションは、常に、F/SF/Sモードモード
において先行するマスター・コード転送の直後におこなわれまにおいて先行するマスター・コード転送の直後におこなわれま
す。す。

・・HsHsモード・マスター・デバイスはモード・マスター・デバイスは11：：22の“の“HH”期間と“”期間と“LL”期間との比を”期間との比を
有するシリアル・クロック信号を生成します。有するシリアル・クロック信号を生成します。

・・オプションとして、オプションとして、HsHsモード・マスター・デバイスはビルトインのブモード・マスター・デバイスはビルトインのブ
リッジリッジ（（11））を持っています。を持っています。HsHsモード転送の間、モード転送の間、HsHsモード・デバイスモード・デバイス
のハイスピード・データ（のハイスピード・データ（SDAHSDAH）およびハイスピード・シリアル・ク）およびハイスピード・シリアル・ク
ロック（ロック（SCLHSCLH）が）がF/SF/Sモード・デバイスのモード・デバイスのSDASDAおよびおよびSCLSCLラインからのラインからの
ブリッジによって分離されます。このことにより、ブリッジによって分離されます。このことにより、SDAHSDAHととSCLHSCLHラインライン
の容量性負荷が減少して、立ち上がり時間と立ち下り時間が速の容量性負荷が減少して、立ち上がり時間と立ち下り時間が速
くなります。くなります。

・・HsHsモード・スレーブ・デバイスとモード・スレーブ・デバイスとF/SF/Sモード・スレーブ・デバイスとのモード・スレーブ・デバイスとの
唯一の相違は動作時のスピードです。唯一の相違は動作時のスピードです。HsHsモード・スレーブはモード・スレーブはSCLHSCLH
およびおよびSDAHSDAH出力にオープン・ドレインの出力バッファを持ってい出力にオープン・ドレインの出力バッファを持ってい
ます。ます。SCLHSCLH信号の“信号の“LL”レベルの期間を延ばすために”レベルの期間を延ばすためにSCLHSCLHピン上ピン上
にオプションとしてのトランジスタが用いられますが、これはにオプションとしてのトランジスタが用いられますが、これはHsHs
モード転送時のアクノリッジ・ビット後にのみ実効されます。モード転送時のアクノリッジ・ビット後にのみ実効されます。

・・HsHsモード・デバイスの入力回路において、モード・デバイスの入力回路において、SDAHSDAHおよびおよびSCLHSCLH入力入力
段にスパイク抑圧回路とシュミット・トリガー回路を内蔵していま段にスパイク抑圧回路とシュミット・トリガー回路を内蔵していま
す。す。

・・HsHsモード・デバイスの出力バッファにはモード・デバイスの出力バッファにはSDAHSDAHおよびおよびSCLHSCLHの立ち下の立ち下
りエッジのスロープ・コントロール回路があります。りエッジのスロープ・コントロール回路があります。

図図2020ははHsHsモード・デバイスのみのシステムにおける物理的なモード・デバイスのみのシステムにおける物理的なII22CCババ
ス構成を示します。マスター・デバイスのス構成を示します。マスター・デバイスのSDASDAおよびおよびSCLSCLピンは混在ピンは混在
スピード・バス・システムの時にのみ使用され、スピード・バス・システムの時にのみ使用され、HsHsモードのみのシスモードのみのシス
テムの時には接続されません。このような場合、これらのピンは他テムの時には接続されません。このような場合、これらのピンは他
の目的に使用されます。の目的に使用されます。

オプションとしてのシリーズ抵抗オプションとしてのシリーズ抵抗RsRsにより、バス・ラインの高電圧スにより、バス・ラインの高電圧ス
パイクからパイクからI/OI/O段を保護して、リンギングおよび干渉を最小にしま段を保護して、リンギングおよび干渉を最小にしま
す。す。

プルアップ抵抗プルアップ抵抗RpRpは、バスがフリーな状態である時は、バスがフリーな状態である時SDAHSDAHおよびおよび
SCLHSCLHラインを“ラインを“HH”レベルに維持し、必要な立ち上がり時間の間にこ”レベルに維持し、必要な立ち上がり時間の間にこ
の信号を“の信号を“LL”から“”から“HH”レベルへ確実にプルアップします。これより大”レベルへ確実にプルアップします。これより大
きな容量性バス・ライン（きな容量性バス・ライン（100pF100pF以上）の時、抵抗以上）の時、抵抗RpRpを外部電流ソーを外部電流ソー
ス・プルアップと置き換えて、立ち上がり時間の要求を満足させるス・プルアップと置き換えて、立ち上がり時間の要求を満足させる
こともできます。アクノリッジ・ビットが先行しているとき以外には、こともできます。アクノリッジ・ビットが先行しているとき以外には、HsHs
モード転送時におけるモード転送時におけるSCLHSCLHクロック・パルスの立ち上がり時間は、クロック・パルスの立ち上がり時間は、
アクティブ・マスターの内部電流ソース・プルアップ回路アクティブ・マスターの内部電流ソース・プルアップ回路MCSMCSによっによっ
て短くされます。て短くされます。

（（11））パテントの申請中。パテントの申請中。
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13.213.2 HsHsモードにおけるシリアル・データ転送モードにおけるシリアル・データ転送

フォーマットフォーマット

HsHsモードにおけるシリアル・データ転送フォーマットは標準モードモードにおけるシリアル・データ転送フォーマットは標準モードII22CC
バス仕様に適合します。バス仕様に適合します。HsHsモードの条件の後にのみスタートしますモードの条件の後にのみスタートします
（これらの全ては（これらの全てはF/SF/Sモード）。モード）。

・・『『STARTSTART』条件（』条件（SS））

・・88ビットのマスター・コード（ビットのマスター・コード（00001XXX00001XXX））

・・非アクノリッジ・ビット（非アクノリッジ・ビット（AA））

図図2121および図および図2222はこれをさらに詳しく示しています。このマスター・はこれをさらに詳しく示しています。このマスター・
コードには次のコードには次の22つの機能があります。つの機能があります。

・・F/SF/Sモードのスピードで競合するマスター間でアービトレーションモードのスピードで競合するマスター間でアービトレーション
およびクロック同期を行って、１つのマスターを選び出します。およびクロック同期を行って、１つのマスターを選び出します。

・・これはこれはHsHsモード転送の開始を表示します。モード転送の開始を表示します。

HsHsモード・マスター・コードにはモード・マスター・コードには88ビット・コードが割り当てられますが、ビット・コードが割り当てられますが、
これはスレーブのアドレス指定およびその他の目的には使用されこれはスレーブのアドレス指定およびその他の目的には使用され
ません。さらに各マスターは独自のユニークなマスター・コードをません。さらに各マスターは独自のユニークなマスター・コードを
持っていますので、持っていますので、88つ間でのつ間でのHsHsモード・マスターがモード・マスターが11つのつのII22CCバス・バス・
システム内に存在することができます（マスター・コードシステム内に存在することができます（マスター・コード0000 10000000 1000

図図2020　　HsHsモード・デバイスのみの場合のモード・デバイスのみの場合のII22CCバス構成バス構成

（（11））SDASDAおよびおよびSCLSCLはここに示していませんが他の機能に使用することもできます。はここに示していませんが他の機能に使用することもできます。

（（22））入力フィルタへ入力フィルタへ
（（33））アクティブ・マスターのみが電流ソース・プルアップ回路をイネーブルすることができます。アクティブ・マスターのみが電流ソース・プルアップ回路をイネーブルすることができます。

（（44））点線で示したトランジスタはオプションであり、シリアル・クロック信号点線で示したトランジスタはオプションであり、シリアル・クロック信号SCLHSCLHの時間を延ばすことができます。の時間を延ばすことができます。

はテストまたは自己診断用に予約されています）。はテストまたは自己診断用に予約されています）。HsHsモード・マスモード・マス
ター・デバイスに対するマスター・コードはソフトウエア・プログラマター・デバイスに対するマスター・コードはソフトウエア・プログラマ
ブルであり、システム設計者によって選択されます。ブルであり、システム設計者によって選択されます。
選ばれたマスターがアクティブになった後、マスター・コードと非ア選ばれたマスターがアクティブになった後、マスター・コードと非ア
クノリッジ・ビット（クノリッジ・ビット（AA）の転送中にアービトレーションおよびクロック同）の転送中にアービトレーションおよびクロック同
期化が行なわれます。このマスター・コードは、期化が行なわれます。このマスター・コードは、HsHsモード転送がスモード転送がス
タートしたことを他のデバイスに知らせますが、接続されたデバイスタートしたことを他のデバイスに知らせますが、接続されたデバイス
ははHsHsモードの仕様を満足しなければなりません。マスター・コードのモードの仕様を満足しなければなりません。マスター・コードの
アクノリッジを行なわないデバイスがないので、マスター・コードのアクノリッジを行なわないデバイスがないので、マスター・コードの
後には非アクノリッジ（後には非アクノリッジ（AA）が続きます。）が続きます。

非アクノリッジ・ビット（非アクノリッジ・ビット（AA）の後、および）の後、およびSCLHSCLHラインがずっと“ラインがずっと“HH”レベル”レベル
にプルアップされているとき、このアクティブ・マスターによってにプルアップされているとき、このアクティブ・マスターによってHsHs
モードに切り替えられてモードに切り替えられてSCLHSCLH信号の電流ソース・プルアップ回路を信号の電流ソース・プルアップ回路を
イネーブルします（時間イネーブルします（時間tt HHにおいて、図において、図2222参照）。他のデバイスに参照）。他のデバイスに
よって、よって、SCLHSCLH信号の“信号の“LL”期間が引き延ばされて”期間が引き延ばされてttHH以前のシリアル転以前のシリアル転
送が遅延させられるので、全てのデバイスが送が遅延させられるので、全てのデバイスがSCLHSCLHラインを開放してラインを開放して
SCLHSCLH信号が“信号が“HH”レベルになったとき、このアクティブ・マスターに”レベルになったとき、このアクティブ・マスターに
よって電流ソース・プルアップ回路がイネーブルされます。よって電流ソース・プルアップ回路がイネーブルされます。

その後、アクティブ・マスターがその後、アクティブ・マスターがR/WR/Wビット・アドレスを持ったビット・アドレスを持った77ビット・ビット・
スレーブ・アドレス（または、スレーブ・アドレス（または、1010ビット・スレーブ・アドレス、ビット・スレーブ・アドレス、1414節参照）節参照）
に先行する反復『に先行する反復『STARTSTART』条件を送出して、選択されたスレーブか』条件を送出して、選択されたスレーブか
らアクノリッジ・ビット（らアクノリッジ・ビット（AA）を受信します。）を受信します。
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各アクノリッジ・ビット（各アクノリッジ・ビット（AA）または非アクノリッジ・ビット（）または非アクノリッジ・ビット（AA）の後、アク）の後、アク
ティブ・マスターはその電流ソース・プルアップ回路をディスエーブティブ・マスターはその電流ソース・プルアップ回路をディスエーブ
ルします。このことによって、他のデバイスのルします。このことによって、他のデバイスのSCLHSCLH信号の“信号の“LL”期間”期間
が延びてシリアル転送の遅延が達成されます。全てのデバイスがが延びてシリアル転送の遅延が達成されます。全てのデバイスが
開放されて開放されてSCLHSCLH信号が“信号が“HH”レベルになると、アクティブ・マスターが”レベルになると、アクティブ・マスターが
再び電流ソース・プルアップ回路をイネーブルしますので、再び電流ソース・プルアップ回路をイネーブルしますので、SCLHSCLH信信
号の立ち上がり時間の最後の部分のスピードアップが図られます。号の立ち上がり時間の最後の部分のスピードアップが図られます。
次の反復『次の反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）後に、）後に、HsHsモードのデータ転送が継続しモードのデータ転送が継続し

て、『て、『STOPSTOP』条件（』条件（PP）の後で）の後でF/SF/Sモードにもどされます。マスター・コーモードにもどされます。マスター・コー
ドのオーバーヘッドを低減するために、反復『ドのオーバーヘッドを低減するために、反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）で分）で分
離された離されたHsHsモード転送の多くとマスターをリンクさせることができまモード転送の多くとマスターをリンクさせることができま
す。す。

図図2222　完全な　完全なHsHsモード転送モード転送

図図2121　　HsHsモードのデータ転送フォーマットモードのデータ転送フォーマット

= MCS current source pull-up= MCS current source pull-up

= Rp resistor pull-up= Rp resistor pull-up
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13.313.3 F/SF/SモードからモードからHsHsモードへの切り替えおよびモードへの切り替えおよび

その逆その逆

リセットおよび初期化の後に、リセットおよび初期化の後に、HsHsモード・デバイスはファースト・モーモード・デバイスはファースト・モー
ドになっている必要があります（これは、ファースト・モードが標準ドになっている必要があります（これは、ファースト・モードが標準
モードとダウン・コンパチと同じようにモードとダウン・コンパチと同じようにF/SF/Sモードとダウン・コンパモードとダウン・コンパ
チ）。各チ）。各HsHsモード・デバイスはファースト・モードからモード・デバイスはファースト・モードからHsHsモードへ（またモードへ（また
はその逆）切り替えられますが、これははその逆）切り替えられますが、これはII22CCバス上のシリアル転送にバス上のシリアル転送に
よってコントロールされます。よってコントロールされます。

図図2222において、時間において、時間tt11以前に、各接続デバイスはファースト・モード以前に、各接続デバイスはファースト・モード
で動作しています。時間で動作しています。時間tt11ととttHHとの間（この時間間隔は任意のデバとの間（この時間間隔は任意のデバ
イスによって引き伸ばすことが可能）それぞれの接続デバイスはイスによって引き伸ばすことが可能）それぞれの接続デバイスは
「「S00001XXXAS00001XXXA」シーケンスを認識して、その内部回路をファースト・」シーケンスを認識して、その内部回路をファースト・
モードからモードからHsHsモードの設定に切り替えなければなりません。時間モードの設定に切り替えなければなりません。時間tt11
ととttHHとの間、接続されたマスターおよびスレーブ・デバイスは次の動との間、接続されたマスターおよびスレーブ・デバイスは次の動
作によってこのスイッチングを行います。作によってこのスイッチングを行います。

アクティブの（選ばれた）マスター：アクティブの（選ばれた）マスター：

1.1. SDAHSDAHおよびおよびSCLHSCLH入力フィルタを入力フィルタをHsHsモードでのスパイク抑圧モードでのスパイク抑圧
の要求を満たすように調整する。の要求を満たすように調整する。

2.2. HsHsモードの要求に適合するようにセットアップ時間およびホーモードの要求に適合するようにセットアップ時間およびホー
ルド時間を調整する。ルド時間を調整する。

3.3. HsHsモードの要求に適合するようにモードの要求に適合するようにSDAHSDAHおよびおよびSCLHSCLH出力段の出力段の
スロープ・コントロールを調整する。スロープ・コントロールを調整する。

44．．    時間時間ttHHの後に要求されるの後に要求されるHsHsモード・ビット・レートに切り替える。モード・ビット・レートに切り替える。

５５.. 時間時間tt HHの後にの後にSCLHSCLH出力段の電流ソース・プルアップ回路をイ出力段の電流ソース・プルアップ回路をイ
ネーブルする。ネーブルする。

非アクティブまたは選ばれていないマスター；非アクティブまたは選ばれていないマスター；

1. SDAH1. SDAHおよびおよびSCLHSCLH入力フィルタを入力フィルタをHsHsモードでのスパイク抑圧のモードでのスパイク抑圧の
要求を満たすように調整する。要求を満たすように調整する。

2.2. バスが再びフリーになった時を検出するために『バスが再びフリーになった時を検出するために『STOPSTOP』条件を』条件を
待つ。待つ。

全てのスレーブに対して；全てのスレーブに対して；

1. SDAH1. SDAHおよびおよびSCLHSCLH入力フィルタを入力フィルタをHsHsモードでのスパイク抑圧のモードでのスパイク抑圧の
要求を満たすように調整する。要求を満たすように調整する。

2.2. HsHsモードの要求に適合するようにセットアップ時間およびホーモードの要求に適合するようにセットアップ時間およびホー
ルド時間を調整する。この要求は、すでに入力フィルタの調整にルド時間を調整する。この要求は、すでに入力フィルタの調整に
よって実施されている場合があります。よって実施されている場合があります。

3. 3. 必要に応じて、必要に応じて、 SDAH SDAH出力段のスロープ・コントロールを調整す出力段のスロープ・コントロールを調整す
る。スレーブ・デバイスのとき、スロープ・コントロールはる。スレーブ・デバイスのとき、スロープ・コントロールはSDAHSDAH出出
力段についてのみ適応されますが、これは回路の状態に依存力段についてのみ適応されますが、これは回路の状態に依存
します。ファースト・モードおよびします。ファースト・モードおよびHsHs（ハイスピード）モードに対し（ハイスピード）モードに対し
て、内部回路を切り替えることなしにその要求事項を満たすこて、内部回路を切り替えることなしにその要求事項を満たすこ
とができます。とができます。

図図2222において、時間において、時間ttFSFSの後、それぞれの接続デバイスは『の後、それぞれの接続デバイスは『STOPSTOP』条』条
件（件（PP）を認識して、時間）を認識して、時間t1t1以前に存在した場合と同様に、その内部以前に存在した場合と同様に、その内部
回路を回路をHsHsモード設定からファースト・モード設定に切り替える必要がモード設定からファースト・モード設定に切り替える必要が
あります。これは、ファースト・モードに従って表あります。これは、ファースト・モードに従って表55で規定されているで規定されている
ように最小バス・フリー時間内に終了しなければなりません。ように最小バス・フリー時間内に終了しなければなりません。
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13.413.4 低速モードにおける低速モードにおけるHsHsモード・デバイスモード・デバイス

HsHsモード・デバイスはモード・デバイスはF/SF/SモードモードII22CCバス・システムと完全にダウンコバス・システムと完全にダウンコ
ンパチであり、このシステムに接続することができます（図ンパチであり、このシステムに接続することができます（図232 3参参
照）。このような構成ではマスター・コードが転送されませんので、照）。このような構成ではマスター・コードが転送されませんので、
すべてのすべてのHsHsモード・マスター・デバイスがモード・マスター・デバイスがF/SF/Sモードのままになってモードのままになって

おり、おり、F/SF/Sスピードでディスエーブルされた電流ソースとの通信を行スピードでディスエーブルされた電流ソースとの通信を行
ないます。ないます。SDAHSDAHおよびおよびSCLHSCLHピンはピンはF/SF/Sモード・バス・システムに接続モード・バス・システムに接続
されるために使用されて、されるために使用されて、HsHsモード・マスター・デバイスのモード・マスター・デバイスのSDASDAおよびおよび
SCLSCLピン（実在している場合）を他の機能に使用することができまピン（実在している場合）を他の機能に使用することができま
す。す。

図図2323　　F/SF/Sモード・スピードのモード・スピードのHsHsモード・デバイスモード・デバイス

（（11））ブリッジは使用していません。ブリッジは使用していません。SDASDAおよびおよびSCLSCLは他の機能に使用することもできます。は他の機能に使用することもできます。
（（22））入力フィルタへ入力フィルタへ

（（33））電流ソース・プルアップ回路はディスエーブルされたまま。電流ソース・プルアップ回路はディスエーブルされたまま。

（（44））点線で示したトランジスタはオプションであり、シリアル・クロック信号点線で示したトランジスタはオプションであり、シリアル・クロック信号SCLSCLの時間を延ばすことができます。の時間を延ばすことができます。

13.513.5 １つのシリアル・バス・システム上の混在１つのシリアル・バス・システム上の混在

スピード・モードスピード・モード

あるシステムがあるシステムがHsHsモード、ファースト・モードおよび／あるいは標準モード、ファースト・モードおよび／あるいは標準
モード・デバイスが混在されている場合、相互接続ブリッジを用いモード・デバイスが混在されている場合、相互接続ブリッジを用い
て、異なったデバイス間を異なったビット・レートで通信することがて、異なったデバイス間を異なったビット・レートで通信することが
可能です（図可能です（図2424およびおよび2525参照）。参照）。

適切な時間で、適切な時間で、HsHsモード・セクションからモード・セクションからF/SF/Sモード・セクションへ、まモード・セクションへ、ま
たはその逆方向へ、接続したりあるいは接続を外したりすることをたはその逆方向へ、接続したりあるいは接続を外したりすることを
一つのブリッジで行なうことができます。このブリッジには、異なっ一つのブリッジで行なうことができます。このブリッジには、異なっ
た電源電圧を持ったデバイスに接続するためのレベル・シフトの機た電源電圧を持ったデバイスに接続するためのレベル・シフトの機
能があります。例えば能があります。例えば5V5VののVVDD2DD2を持ったを持ったF/SF/Sモード・デバイスを、モード・デバイスを、3V3Vまま
たはそれ以下のたはそれ以下のVVDD1DD1を持ったを持ったHsHsモード・デバイス（ただし、モード・デバイス（ただし、VVDD2DD2≧≧VVDD1DD1））
に接続してに接続してSDASDAととSCLSCLピンをピンを5V5Vとインターフェースできるようにすることインターフェースできるようにするこ
とができます。このブリッジはとができます。このブリッジはHsHsモード・マスター・デバイスに内蔵さモード・マスター・デバイスに内蔵さ
れており、シリアル信号れており、シリアル信号SDAHSDAH、、SCLHSCLH、、SDASDAおよびおよびSCLSCLによって完全にによって完全に
コントロールされます。このようなブリッジはフレキシブルなデバイスコントロールされます。このようなブリッジはフレキシブルなデバイス
として、すべてのデバイスに取り込むことができます。として、すべてのデバイスに取り込むことができます。

TR1TR1、、TR2TR2、、TR3TR3ははNNチャンネル・トランジスタです。チャンネル・トランジスタです。TR1TR1、、TR2TR2は伝達ゲーは伝達ゲー
ト機能を持っており、ト機能を持っており、TR3TR3にはオープン・ドレインのプルダウン・スにはオープン・ドレインのプルダウン・ス
テージがあります。テージがあります。TR1TR1、、TR2TR2がスイッチ・オンされると、これらは双方がスイッチ・オンされると、これらは双方
向に“向に“LL”レベルを伝達します。さもなければ、ドレインおよびソースの”レベルを伝達します。さもなければ、ドレインおよびソースの

両方が“両方が“HH”レベルに上昇したとき、それぞれのスイッチ・オンされた”レベルに上昇したとき、それぞれのスイッチ・オンされた
トランジスタのドレインとソースのインピーダンスが“トランジスタのドレインとソースのインピーダンスが“HH”になります。後”になります。後
者の場合、トランジスタはレベル・シフタとして動作し、者の場合、トランジスタはレベル・シフタとして動作し、SDAHSDAHおよびおよび
SCLHSCLHははVVDD1DD1に、に、SDASDAおよびおよびSCLSCLははVVDD2DD2にプルアップされます。にプルアップされます。

F/SF/Sモード・スピードの間、モード・スピードの間、HsHsモード・マスターの一方のブリッジによモード・マスターの一方のブリッジによ
り、り、SDAHSDAHおよびおよびSCLHSCLHラインを該当するラインを該当するSDASDAおよびおよびSCLSCLラインに接続しラインに接続し
て、て、HsHsモード・デバイスがモード・デバイスがF/SF/Sモード・デバイスと低い方のスピードでモード・デバイスと低い方のスピードで
通信を行なうことができます。通信を行なうことができます。88節で記述されているように、全ての節で記述されているように、全ての
接続デバイス間で全接続デバイス間で全F/SF/Sモードの転送中にアービトレーションおよモードの転送中にアービトレーションおよ
び同期化を行なうことができます。しかしながら、び同期化を行なうことができます。しかしながら、HsHsモード転送中モード転送中
に、に、22つのバス部を分離するためにブリッジが開いて、つのバス部を分離するためにブリッジが開いて、HsHsモード・デモード・デ
バイスが互いにバイスが互いに3.4Mbit/s3.4Mbit/sで通信をおこないます。で通信をおこないます。HsHsモード・デバモード・デバ
イスとイスとF/SF/Sモード・デバイスとの間のアービトレーションはマスター・モード・デバイスとの間のアービトレーションはマスター・
コード（コード（00001XXX00001XXX）中においてのみ実行され、スレーブ・アドレスに）中においてのみ実行され、スレーブ・アドレスに
は４つの立ち上がりゼロがないので、通常、１つのは４つの立ち上がりゼロがないので、通常、１つのHsHsモード・マスモード・マス
ターだけが選ばれます。他のマスターは予約されたターだけが選ばれます。他のマスターは予約された88ビット・コードビット・コード
（（00000XXX00000XXX）が送られたときにアービトレーションを選びます。このよ）が送られたときにアービトレーションを選びます。このよ
うな場合、ブリッジは閉じられたままであり、転送はうな場合、ブリッジは閉じられたままであり、転送はF/SF/Sモードで進行モードで進行
します。表します。表33にこのようなシステムの考えられる通信を示します。にこのようなシステムの考えられる通信を示します。
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13.5.113.5.1 混在スピード・バス・システムにおける混在スピード・バス・システムにおけるF/SF/S

モード転送モード転送

図図2424に示されているブリッジは該当するシリアル・バス・ラインと相に示されているブリッジは該当するシリアル・バス・ラインと相
互接続して、一つのシリアル・バス・システムを構築します。マス互接続して、一つのシリアル・バス・システムを構築します。マス
ター・コード（ター・コード（00001XXX00001XXX）が転送されませんので、電流ソース・プル）が転送されませんので、電流ソース・プル
アップ回路はディスエーブルされたままであり、全ての出力段はアップ回路はディスエーブルされたままであり、全ての出力段は
オープン・ドレインになっています。オープン・ドレインになっています。HsHsモード・デバイスを含む全てモード・デバイスを含む全て
のデバイスは、のデバイスは、F/SF/SモードモードII22CCバス仕様のプロトコル、フォーマットおよバス仕様のプロトコル、フォーマットおよ
びスピードでびスピードで 互いに通信を行います。互いに通信を行います。

図図2424　　HsHsおよびおよびF/SF/Sモード・スピードの転送を行なうバス・システムモード・スピードの転送を行なうバス・システム

（（11））ブリッジは使用していません。ブリッジは使用していません。SDASDAおよびおよびSCLSCLは他の機能に使用することもできます。は他の機能に使用することもできます。

（（22））入力フィルタへ入力フィルタへ

（（33））アクティブ・マスターのみが電流ソース・プルアップ回路にイネーブルすることができます。アクティブ・マスターのみが電流ソース・プルアップ回路にイネーブルすることができます。
（（44））点線で示したトランジスタはオプションであり、シリアル・クロック信号点線で示したトランジスタはオプションであり、シリアル・クロック信号SCLSCLおよびおよびSCLHSCLHの時間を延ばすことができます。の時間を延ばすことができます。

表３表３　　混在スピード・バスシステムにおけるビット・レートの通信　　混在スピード・バスシステムにおけるビット・レートの通信

転送モード転送モード
シリアル・バス・システム構成シリアル・バス・システム構成

Hs + FAST +Hs + FAST +
スタンダードスタンダード Hs + FASTHs + FAST Hs Hs スタンダードスタンダード

FASTF A S T
スタンダードスタンダード

Hs Hs ＜―＞＜―＞ Hs Hs

Hs Hs ＜―＞＜―＞ Fast Fast

Hs Hs ＜―＞＜―＞ Standard Standard

Fast Fast ＜―＞＜―＞ Standard Standard

Fast Fast ＜―＞＜―＞ Fast Fast

Standard Standard ＜―＞＜―＞ Standard Standard

00～～3.4 Mbit/s3.4 Mbit/s

00～～100 kbit/s100 kbit/s

00～～100 kbit/s100 kbit/s

00～～100 kbit/s100 kbit/s

00～～100 kbit/s100 kbit/s

00～～100 kbit/s100 kbit/s

00～～3.4 Mbit/s3.4 Mbit/s

00～～400 kbit/s400 kbit/s

――

――

00～～400 kbit/s400 kbit/s

――

00～～3.4 Mbit/s3.4 Mbit/s

――

00～～100 kbit/s100 kbit/s

――

――

00～～100 kbit/s100 kbit/s

――

――

――

00～～100 kbit/s100 kbit/s

00～～100 kbit/s100 kbit/s

00～～100 kbit/s100 kbit/s

13.5.213.5.2 混在スピード・バス・システムにおける混在スピード・バス・システムにおけるHsHsモードモード

転送転送

図図2525には、『には、『STARTSTART』条件、マスター・コードおよび非アクノリッジ』条件、マスター・コードおよび非アクノリッジAAにに
よって（よって（F/SF/Sモード・スピード）スタートした完全なモード・スピード）スタートした完全なHsHsモード転送のタモード転送のタ
イミング図が示されています。このタイミング図はイミング図が示されています。このタイミング図は22つの部分に分けつの部分に分け
られますが、一つのタイミング図の中で時点られますが、一つのタイミング図の中で時点ttHHが両部分で共通にが両部分で共通に
なるように描かれています。なるように描かれています。
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マスター・コードはアクティブまたは非アクティブ・マスター内のブマスター・コードはアクティブまたは非アクティブ・マスター内のブ
リッジによって認識されます（図リッジによって認識されます（図2424参照）。このブリッジは次の動作参照）。このブリッジは次の動作
を行います。を行います。

1.1. tt11ととttHHとの間（図との間（図2525参照）で、参照）で、SDASDAラインをラインをVVSSSSにプルダウンするたにプルダウンするた
めにトランジスタめにトランジスタTR3TR3が閉じた後で、が閉じた後で、SDASDAおよびおよびSCLSCLラインを分ラインを分
離するためにトランジスタ離するためにトランジスタTR1TR1がオープンになります。がオープンになります。

2.2. SCLHSCLHととSCLSCLの両方がの両方がHIGHHIGH（図（図2525におけるにおけるttHH）になると、）になると、SCLHSCLHおよおよ
びびSCLSCLラインを分離するためにトランジスタラインを分離するためにトランジスタTR1TR1がオープンになりがオープンになり
ます。ます。SrSrの後、の後、SCLHSCLHががLOWLOWになる前にになる前にTR2TR2がオープンになっていがオープンになってい
る必要があります。る必要があります。

= MCS current source pull-up= MCS current source pull-up

= Rp resistor pull-up= Rp resistor pull-up

図図25 25 　混在スピード・バス・システムにおける完全な　混在スピード・バス・システムにおける完全なHsHsモード転送モード転送

ttHHの後、反復『の後、反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）で）でHsHsモード転送が始まります。モード転送が始まります。HsHs
モード転送の間、モード転送の間、SCLSCLラインは“ラインは“HH”定常状態レベルに、”定常状態レベルに、SDLSDLラインはラインは
““LL”の定常状態レベルになったままであり、これらは『”の定常状態レベルになったままであり、これらは『STOPSTOP』条件』条件
（（PP）の転送のために準備されます。）の転送のために準備されます。
各アクノリッジ（各アクノリッジ（AA）または非アクノリッジ（）または非アクノリッジ（AA）の後、アクティブ・マス）の後、アクティブ・マス
ターはその電流ソース・プルアップ回路をディスエーブルします。こターはその電流ソース・プルアップ回路をディスエーブルします。こ
のことにより、他のデバイスののことにより、他のデバイスのSCLHSCLH信号の“信号の“LL”期間を延長すること”期間を延長すること
によって、そのシリアル転送の遅延が行なわれます。全てのデバイによって、そのシリアル転送の遅延が行なわれます。全てのデバイ
スが開放されてスが開放されてSCLHSCLH信号が“信号が“HH”レベルに到達したとき、アクティブ・”レベルに到達したとき、アクティブ・
マスターによってその電流ソース・プルアップ回路を再びイネーブマスターによってその電流ソース・プルアップ回路を再びイネーブ
ルにし、ルにし、SCLHSCLH信号の立ち上がり時間の最後の部分をスピードアップ信号の立ち上がり時間の最後の部分をスピードアップ
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します。正常でない場合、例えば、バスのハングアップから回復すします。正常でない場合、例えば、バスのハングアップから回復す
るために、るために、11μμss以上の間以上の間SCLSCLラインをプルダウンして、任意の時間ラインをプルダウンして、任意の時間
ににF/SF/Sモード・デバイスによってブリッジ（モード・デバイスによってブリッジ（TR1TR1およびおよびTR2TR2はクローズ、はクローズ、
TR3TR3はオープン）を閉じることができます。はオープン）を閉じることができます。

『『STOPSTOP』条件で』条件でHsHsモード終了し、そのバス・システムをモード終了し、そのバス・システムをF/SF/Sモードに戻モードに戻
します。します。SDAHSDAHにおいて『において『STOPSTOP』条件（』条件（PP）が検出されたとき（図）が検出されたとき（図2525におにお
けるｔけるｔFSFS）、アクティブ・マスターはその電流ソース）、アクティブ・マスターはその電流ソースMCSMCSをディスエーブをディスエーブ
ルします。このブリッジは、また、この『ルします。このブリッジは、また、この『STOPSTOP』条件を認識して次のア』条件を認識して次のア
クションをとります。クションをとります。

1.1. ｔｔFSFSの後トランジスタの後トランジスタTR2TR2がクローズになって、がクローズになって、SCLHSCLHををSCLSCLに接に接
続します。続します。

この時、両方とも“この時、両方とも“HH”になっています。ｔ”になっています。ｔFSFSの後トランジスタの後トランジスタTR3TR3がが
オープンになり、オープンになり、SDASDAラインを開放してプルアップ抵抗ラインを開放してプルアップ抵抗RpRpによっによっ
て“て“HH”にプルアップされます。これは”にプルアップされます。これはF / SF / Sモード・デバイスのモード・デバイスの
『『STOPSTOP』条件です。『』条件です。『STOPSTOP』条件間でバス・フリーを保証するた』条件間でバス・フリーを保証するた
めにめにTR3TR3は十分に速くオープンにならなければならず、最も速いは十分に速くオープンにならなければならず、最も速い
次の『次の『STOPSTOP』条件はファースト・モード仕様を満足しなければな』条件はファースト・モード仕様を満足しなければな
りません（表りません（表55ののttBUFBUF参照）。参照）。

2.2. SDASDAが“が“HH”に到達した時（図”に到達した時（図2525ののtt 22）、トランジスタ）、トランジスタTR1TR1がクローがクロー
ズしてズしてSDAHSDAHををSDASDAに接続します。（注：全てのラインが“に接続します。（注：全てのラインが“HH”の”の
時相互接続が行われ、バス・ラインのスパイクを回避します。）時相互接続が行われ、バス・ラインのスパイクを回避します。）
ファースト・モードの仕様に従って、最小バス・フリー時間の間にファースト・モードの仕様に従って、最小バス・フリー時間の間に
TR1TR1およびおよびTR2TR2がクローズされなければなりません（表がクローズされなければなりません（表55ののtt BUFBUF
参照）。参照）。

13.5.313.5.3 混在システムにおけるブリッジに対する混在システムにおけるブリッジに対する

タイミング要求タイミング要求

tt11,t,tHHおよびおよびttFSFSの時、ブリッジのアクションが非常に速いので、の時、ブリッジのアクションが非常に速いので、SDAHSDAH
およびおよびSCLHSCLHラインに影響を及ぼさないということが図ラインに影響を及ぼさないということが図2525から見て取から見て取
れます。さらに、このブリッジはれます。さらに、このブリッジはSDASDAおよびおよびSCLSCLラインに対するファーラインに対するファー
スト・モード仕様の関連タイミング条件に適合していなければなりまスト・モード仕様の関連タイミング条件に適合していなければなりま
せん。せん。

1414　　1010ビット・アドレス指定ビット・アドレス指定
このセクション（節）では、このセクション（節）では、1010ビットアドレス指定について記述し、ビットアドレス指定について記述し、77
ビットアドレス指定のみが使用されているケースは省略していまビットアドレス指定のみが使用されているケースは省略していま
す。す。

1010ビット・アドレス指定を利用しても、ビット・アドレス指定を利用しても、II22CCバス仕様のフォーマットがバス仕様のフォーマットが
変わることはありません。変わることはありません。1010ビット・アドレス指定では、『ビット・アドレス指定では、『STARTSTART』条件』条件
（（SS）または反復『）または反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）に続く第１バイトの最初の７ビット）に続く第１バイトの最初の７ビット
に、に、10.110.1節で説明している予約アドレス節で説明している予約アドレス1111XXX1111XXXの組み合わせをの組み合わせを
利用することができます。利用することができます。1010ビット・アドレス指定によって、既存の７ビット・アドレス指定によって、既存の７
ビット・ビット・1010ビット・アドレス指定が影響を受けることはありません。７ビット・アドレス指定が影響を受けることはありません。７
ビット・アドレスを持つデバイスおよびビット・アドレスを持つデバイスおよび1010ビット・アドレス指定を持つビット・アドレス指定を持つ
デバイスを１つの同じデバイスを１つの同じII22CCバスを接続することが可能です。また、７バスを接続することが可能です。また、７
ビットおよびビットおよび1010ビット・アドレス指定をビット・アドレス指定をF/SF/Sモード・システムまたはモード・システムまたはHsHs
モード・システムのいずれでも使用することができます。モード・システムのいずれでも使用することができます。

予約アドレス・ビット予約アドレス・ビット1111XXX1111XXXでは８種類の組み合わせが可能ですでは８種類の組み合わせが可能です
が、が、1010ビット・アドレス指定では４種類の組み合わせビット・アドレス指定では４種類の組み合わせ11110XX11110XXのみ利のみ利
用可能となります。残りの４種類の組み合わせ用可能となります。残りの４種類の組み合わせ11111XX11111XXは、将来のは、将来の
II22CCバス拡張で必要となる可能性があるため、それを考慮して予約バス拡張で必要となる可能性があるため、それを考慮して予約
されます。されます。

14.114.1 第第11および第および第22バイトのビットの定義バイトのビットの定義

1 01 0ビットのスレーブ・アドレスは、『ビットのスレーブ・アドレスは、『S T A R TS T A R T』条件（』条件（SS）または反復）または反復
『『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）に続く最初の）に続く最初の22バイトから構成されます。バイトから構成されます。

第第11バイトのバイトの88番目のビットはメッセージの方向を決定する番目のビットはメッセージの方向を決定するR/WR/Wビットビット
です。第です。第11バイトの最下位ビット（バイトの最下位ビット（LSBLSB）が）が00であるということは、マスであるということは、マス
ターが選択されたスレーブからの情報を読み取ることを意味していターが選択されたスレーブからの情報を読み取ることを意味してい
ます。ます。

R/WR/Wビットがビットが00の場合には、第の場合には、第22バイトがバイトが1010ビット・アドレス指定の残りビット・アドレス指定の残り
のの88ビット（ビット（XXXXXXXXXXXXXXXX）を含みます。）を含みます。R/WR/Wビットがビットが11の場合にはスレーブの場合にはスレーブ
からマスターへ送信された次のバイトが含まれます。からマスターへ送信された次のバイトが含まれます。

14.214.2 1010ビット・アドレスのフォーマットビット・アドレスのフォーマット

1010ビット・アドレス指定を含むデータ転送では、さまざまな組み合わビット・アドレス指定を含むデータ転送では、さまざまな組み合わ
せの読み込み／書き出しの形式が考えられます。データ転送の形せの読み込み／書き出しの形式が考えられます。データ転送の形
式として以下の例があげられます。式として以下の例があげられます。

・・マスター・トランスミッタからスレーブ・レシーバへの転送がマスター・トランスミッタからスレーブ・レシーバへの転送が1010ビッビッ
ト・スレーブ・アドレス指定によって行なわれる場合。ト・スレーブ・アドレス指定によって行なわれる場合。転送方向は転送方向は
変化しません（図変化しません（図2626参照）。『参照）。『STARTSTART』条件に続いて』条件に続いて1010ビット・アドビット・アド
レス指定が行なわれる時、各スレーブはスレーブ・アドレスの第１レス指定が行なわれる時、各スレーブはスレーブ・アドレスの第１
バイト中の最初のバイト中の最初の77ビット（ビット（11110XX11110XX）を自分自身のアドレスと比較）を自分自身のアドレスと比較
し、し、88番目のビット（番目のビット（R/WR/W）方向ビット）が）方向ビット）が00であるかどうかを調べまであるかどうかを調べま
す。この時、複数のデバイスがアドレスの一致を確認し、それぞす。この時、複数のデバイスがアドレスの一致を確認し、それぞ
れがアクノリッジを行なう場合もあります（れがアクノリッジを行なう場合もあります（A1A1）。一致を確認した全）。一致を確認した全
てのスレーブは、スレーブ・アドレスの第２バイト中の８ビットてのスレーブは、スレーブ・アドレスの第２バイト中の８ビット
（（XXXXXXXXXXXXXXXX）を自分のアドレスと比較します。しかし、この時に適）を自分のアドレスと比較します。しかし、この時に適
合を確認してアクノリッジを行なうことができるスレーブは１つだ合を確認してアクノリッジを行なうことができるスレーブは１つだ
けになります（けになります（A2A2）。その後、このスレーブが『）。その後、このスレーブが『STOPSTOP』条件（』条件（PP）また）また
は異なるスレーブ・アドレスに先行する反復『は異なるスレーブ・アドレスに先行する反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）を）を
受け取るまで、マスターによるこのスレーブへのアドレス指定が受け取るまで、マスターによるこのスレーブへのアドレス指定が
継続します。継続します。

・・1010ビット・アドレス指定によってマスターレシーバがスレーブ・トラビット・アドレス指定によってマスターレシーバがスレーブ・トラ
ンスミッタからのデータを読む場合。ンスミッタからのデータを読む場合。22つ目のつ目のR/WR/Wビット（図ビット（図2727）の）の
後で転送方向が変更されます。アクノリッジ後で転送方向が変更されます。アクノリッジA2A2が送られるまでのが送られるまでの
手順は、先に説明したマスター・トランスミッタがスレーブ・レシー手順は、先に説明したマスター・トランスミッタがスレーブ・レシー
バにアドレスする場合と同様です。反復『バにアドレスする場合と同様です。反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）が生）が生
成された時、アドレスの一致を確認したスレーブは以前にアドレ成された時、アドレスの一致を確認したスレーブは以前にアドレ
ス指定されたことを記憶しています。一致スレーブは、ス指定されたことを記憶しています。一致スレーブは、SrSrに続くスに続くス
レーブ・アドレスの第１バイトの最初の７ビットが『レーブ・アドレスの第１バイトの最初の７ビットが『STARTSTART』条件（』条件（SS））
後に、続いたものと同じかどうかを調べ、次いで第後に、続いたものと同じかどうかを調べ、次いで第88ビット（ビット（R/WR/W））
がが11であるかどうかを確認します。もし、一致した場合には、このであるかどうかを確認します。もし、一致した場合には、この
スレーブは自分が送信側としてアドレスされたと考えてアクノリッスレーブは自分が送信側としてアドレスされたと考えてアクノリッ
ジジA3A3を送ります。を送ります。マスターによるスレーブ・トランスミッタへのアドレマスターによるスレーブ・トランスミッタへのアドレ
ス指定は、スレーブが『ス指定は、スレーブが『STOPSTOP』条件（』条件（PP）、あるいは異なるスレーブ・）、あるいは異なるスレーブ・
アドレスに先行する反復『アドレスに先行する反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）が生成された時、他）が生成された時、他
の全てのスレーブ・デバイスも同様にスレーブ・アドレスの第１バの全てのスレーブ・デバイスも同様にスレーブ・アドレスの第１バ
イトの最初のイトの最初の77ビット（ビット（11110XX11110XX）を自分のアドレスと比較し、第）を自分のアドレスと比較し、第88
ビット（ビット（R/WR/W）の状態を調べます。しかし、）の状態を調べます。しかし、R/WR/W＝＝11であるため（であるため（1010ビッビッ
ト・デバイスの場合）またはスレーブ・アドレスト・デバイスの場合）またはスレーブ・アドレス11110XX11110XXが適合しなが適合しな
いため（いため（77ビット・デバイスの場合）、他のスレーブが応答することビット・デバイスの場合）、他のスレーブが応答すること
はありません。はありません。

・・混合フォーマット。マスターがスレーブに対してデータを転送した混合フォーマット。マスターがスレーブに対してデータを転送した
後、同じスレーブからのデータを読みます（図後、同じスレーブからのデータを読みます（図2828）。）。11つのマスターつのマスター
がバスを常に独占します。送信方向はがバスを常に独占します。送信方向は22番目の番目のR/WR/Wビットが送らビットが送ら
れた後に変更されます。れた後に変更されます。
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・・混合フォーマット。マスターが混合フォーマット。マスターが11つのスレーブにデータを送り、次いつのスレーブにデータを送り、次い
で別のスレーブにデータを送ります（図で別のスレーブにデータを送ります（図2929）。バスは）。バスは11つのマスつのマス
ターによって常に占有されます。ターによって常に占有されます。

・・混合フォーマット。混合フォーマット。11回のシリアル転送で回のシリアル転送で1010ビットおよびビットおよび77ビットのビットの
アドレス指定が共におこなわれます（図アドレス指定が共におこなわれます（図3030）。『）。『STARTSTART』条件（』条件（SS）が）が
生成された後、または、反復『生成された後、または、反復『STARTSTART』条件（』条件（SrSr）が生成された後、）が生成された後、
1010ビットまたはビットまたは77ビットのスレーブ・アドレスの送信が可能となりまビットのスレーブ・アドレスの送信が可能となりま
す。図す。図2727はマスターがはマスターが11つのスレーブに７ビット・アドレス指定でつのスレーブに７ビット・アドレス指定で
データを送った後、どのようにしてデータを送った後、どのようにして22つ目のスレーブにつ目のスレーブに1010ビット・アビット・ア
ドレス指定でデータ送信を行なうかを示しています。バスはドレス指定でデータ送信を行なうかを示しています。バスは11つつ
のマスターによって、常に占有されます。のマスターによって、常に占有されます。

注：注：

1.1. 複合フォーマットは、例えば、シリアル・メモリーをコントロールす複合フォーマットは、例えば、シリアル・メモリーをコントロールす
る場合に利用されます。最初のデータ・バイト中に、内部メモリーる場合に利用されます。最初のデータ・バイト中に、内部メモリー
の場所が書かれなければなりません。『の場所が書かれなければなりません。『STARTSTART』条件（』条件（SS）とス）とス
レーブ・アドレスが再送された後、データの送信が可能になりまレーブ・アドレスが再送された後、データの送信が可能になりま
す。す。

2.2. 以前以前にアにアククセセススさされれたたメモリメモリーーの位置の位置ななどどを自動的に加算を自動的に加算ままたた
は減算は減算するかするかににつついていての判断は、設計者の判断は、設計者にによよっって行て行なわれまなわれま
すす。。

3.3. 各バイトに続いて、上の図中で各バイトに続いて、上の図中でAAまたはまたはAAで表示されているアクで表示されているアク
ノリッジ・ビットが送信されます。ノリッジ・ビットが送信されます。

4.4. II22CCバス対応デバイスは、スレーブ・アドレスの送信を予測できるバス対応デバイスは、スレーブ・アドレスの送信を予測できる
ように、『ように、『STARTSTART』条件または反復『』条件または反復『STARTSTART』条件を受け取った』条件を受け取った
時点で各自のバス・ロジックをリセットする必要があります。時点で各自のバス・ロジックをリセットする必要があります。

図図2626　マスター・トランスミッタが　マスター・トランスミッタが1010ビット・アドレスを持つスレーブ・レシーバをアドレス指定する場合ビット・アドレスを持つスレーブ・レシーバをアドレス指定する場合

図図2727　マスター・レシーバが　マスター・レシーバが1010ビット・アドレスを持つスレーブ・トランスミッタをアドレス指定する場合ビット・アドレスを持つスレーブ・トランスミッタをアドレス指定する場合
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図図3030　複合フォーマット。マスターが　複合フォーマット。マスターが22つのスレーブにデータを送る場合つのスレーブにデータを送る場合

（片方が７ビット・アドレス、もう一方は（片方が７ビット・アドレス、もう一方は1010ビット・アドレス）ビット・アドレス）

図図2828　複合フォーマット。マスターが　複合フォーマット。マスターが1010ビット・アドレスを持つスレーブをアドレス指定した後、ビット・アドレスを持つスレーブをアドレス指定した後、

このスレーブにデータを転送し、次にマスターがスレーブからのデータを読む場合このスレーブにデータを転送し、次にマスターがスレーブからのデータを読む場合

  図図2929　複合フォーマット。マスターが　複合フォーマット。マスターが1010ビット・アドレスを持つスレーブにデータを送る場合（共にビット・アドレスを持つスレーブにデータを送る場合（共に1010ビット・アドレス）ビット・アドレス）
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14.314.3 1010ビット・アドレス指定されたゼネラル・コール・ビット・アドレス指定されたゼネラル・コール・

アドレスおよび開始（アドレスおよび開始（STARTSTART）バイト）バイト

II22CCバスにおけるバスにおける1010ビット・アドレス指定では、通常、『ビット・アドレス指定では、通常、『STARTSTART』条件』条件
（（SS）の後に続く最初の）の後に続く最初の22バイトによって、どのスレーブがマスターにバイトによって、どのスレーブがマスターに
選択されるかが決定されます。唯一の例外が、マスター・トランスミッ選択されるかが決定されます。唯一の例外が、マスター・トランスミッ
タが全デバイスに対してアドレスを行なう時の「ゼネラル・コール・タが全デバイスに対してアドレスを行なう時の「ゼネラル・コール・
アドレス」アドレス」0000000000000000（（00H00H）です。）です。1010ビット・アドレス指定を持つスレービット・アドレス指定を持つスレー
ブ・デバイスは、スレーブが７ビット・アドレス指定を持ったデバイスブ・デバイスは、スレーブが７ビット・アドレス指定を持ったデバイス
と同じような方法で「ゼネラル・コール・アドレス」に反応しますと同じような方法で「ゼネラル・コール・アドレス」に反応します
（（10.1.110.1.1節参照）。節参照）。

「ゼネラル・コール・アドレス」の後、ハードウエア・マスターが「ゼネラル・コール・アドレス」の後、ハードウエア・マスターが1010ビッビッ
ト・アドレスを送信します。この場合、この「ゼネラル・コール・アドレト・アドレスを送信します。この場合、この「ゼネラル・コール・アドレ
ス」の後にマスター・トランスミッタのアドレスを含む連続した２つのス」の後にマスター・トランスミッタのアドレスを含む連続した２つの
バイトが続きます。このフォーマットを図バイトが続きます。このフォーマットを図1616に示します。この内、最初に示します。この内、最初
のデータ・バイトにマスターのアドレスののデータ・バイトにマスターのアドレスの88つの最下位ビットが含まれつの最下位ビットが含まれ
ます。（マスター・アドレスにはます。（マスター・アドレスには11110XXX11110XXXが入ります。）が入ります。）

77ビット・アドレス指定の場合と同様に（ビット・アドレス指定の場合と同様に（10/1/210/1/2参照）、参照）、1010ビット・アドビット・アド
レス指定の前に『レス指定の前に『STARTSTART』バイト』バイト0000000100000001（（01H01H）が送られることがあ）が送られることがあ
ります。ります。

1515 I/OI/Oステージおよびバス・ラインの電気ステージおよびバス・ラインの電気

的仕様およびタイミング的仕様およびタイミング

15.115.1 標準およびファースト・モード・デバイス標準およびファースト・モード・デバイス

II22CCバスのバスのI/OI/Oレベル、レベル、I/OI/O電流、スパイク抑圧、出力スロープ・コン電流、スパイク抑圧、出力スロープ・コン
トロールおよびピンの静電容量を表４に示します。表トロールおよびピンの静電容量を表４に示します。表55にはにはII22CCバスバス
のタイミングを記載しています。図のタイミングを記載しています。図3131ははII22CCバスのタイミングの定義バスのタイミングの定義
を示したものです。を示したものです。

表表55に示すに示すSCLSCLクロックの“クロックの“HH”および“”および“LL”状態の最小ホールド・タイム”状態の最小ホールド・タイム
によって、標準モードの最大転送レートであるによって、標準モードの最大転送レートである100kbit/s100kbit/sおよびおよび
ファースト・モードの最大転送レートであるファースト・モードの最大転送レートである400kbit/s400kbit/sが決定されまが決定されま
す。標準モードあるいはファースト・モードを問わず、どのす。標準モードあるいはファースト・モードを問わず、どのII22CCバス・デバス・デ
バイスも、上記のスピードでそのままデータ送信または受信を行なバイスも、上記のスピードでそのままデータ送信または受信を行な
う能力を持つか、あるいは、う能力を持つか、あるいは、88節で述べたクロック同期方式（マス節で述べたクロック同期方式（マス
ターを強制的に待ち受け状態にし、ターを強制的に待ち受け状態にし、SCLSCL信号の“信号の“LL”状態のホールド”状態のホールド
時間を延長する）を利用することにより、それぞれの最大ビット・時間を延長する）を利用することにより、それぞれの最大ビット・
レートでの転送に対応できなければなりません。もちろん後者の場レートでの転送に対応できなければなりません。もちろん後者の場
合、転送スピードは遅くなります。合、転送スピードは遅くなります。
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注注

1.1. 想定された想定されたII22CCバス・システム・レベルに適合しない非標準の電源電圧を使用しないデバイスによって、それらの入力レベルがプルアッバス・システム・レベルに適合しない非標準の電源電圧を使用しないデバイスによって、それらの入力レベルがプルアッ
プ抵抗プ抵抗RpRpが接続されているが接続されているVVDDDD電圧に一致するようにしなければなりません。電圧に一致するようにしなければなりません。

2.2. 最大最大VVIHIH＝＝VVDDmaxDDmax＋＋0.5V0.5V

3.3. CbCb＝１つのバス・ラインの静電容量（単位＝１つのバス・ラインの静電容量（単位pFpF））

4.4. 表表55で示されているで示されているSDASDAおよびおよびSCLSCL・バス・ラインの最大・バス・ラインの最大ttFF（（300ns300ns）は出力段での最大）は出力段での最大ttOFOF（（250ns250ns）より大きくなります。このことによって、）より大きくなります。このことによって、
図図3636に示すように、最大規定に示すように、最大規定ttFFを超えることなくを超えることなくSDA/SCLSDA/SCLバス・ラインの間に直列保護抵抗（バス・ラインの間に直列保護抵抗（RsRs）を接続することが可能になります。）を接続することが可能になります。

5.5. VVDDDDの供給が切れた時に、ファースト・モード・デバイスのの供給が切れた時に、ファースト・モード・デバイスのI/OI/OピンがピンがSDASDAおよびおよびSCLSCLバス・ラインを妨害しないようにする必要があります。バス・ラインを妨害しないようにする必要があります。

n/an/a＝規定せず＝規定せず

表表44　　II22CCバス・デバイスのバス・デバイスのSDLSDLおよびおよびSCL I/OSCL I/O段の特性段の特性

パラメータパラメータ
標準モード標準モード

MIN.MIN.

““LL”レベル入力電圧：”レベル入力電圧：
入力レベルが一定な場合入力レベルが一定な場合
入力レベルが入力レベルがVV DDDDに応じて変化する場合に応じて変化する場合

““HH”レベル入力電圧：”レベル入力電圧：
入力レベルが一定な場合入力レベルが一定な場合
入力レベルが入力レベルがVV DDDDに応じて変化する場合に応じて変化する場合

シュミット・トリガ入力のヒステリシス：シュミット・トリガ入力のヒステリシス：
VV D DD D＞＞2 V2 V
VV D DD D＜＜2 V2 V

““LL”レベル出力電圧（オープン・ドレインまた”レベル出力電圧（オープン・ドレインまた
はオープン・コレクタ）：シンク電流はオープン・コレクタ）：シンク電流3mA3mA時時
VV D DD D＞＞2 V2 V
VV D DD D＜＜2 V2 V

バスの静電容量がバスの静電容量が10pF10pF～～400pF400pF（（ V VOL2OL2の並の並
列抵抗を通して最大列抵抗を通して最大6mA6mAまで）の場合、まで）の場合、VV IHminIHmin
からからVVILmaxILmaxへの出力立ち下り時間：への出力立ち下り時間：

入力フィルタによって抑圧されるスパイクの入力フィルタによって抑圧されるスパイクの
パルス幅パルス幅

入力電圧入力電圧0.10.1～～0.9V0.9VDDmaxDDmax時、各時、各I/OI/Oピンの入ピンの入
力電流力電流

各各I/OI/Oピンの静電容量ピンの静電容量

単単  位位記　号記　号
高速モード高速モード

MAX.M A X . MIN.MIN. M A X .M A X .

VV I LI L

VV I HI H

VV hyshys

VVO L 1O L 1

VVO L 3O L 3

tto fo f

ttSPSP

II ii

CC ii

-0.5-0.5
-0.5-0.5

3 .03 .0
0.7V0.7VDDDD

n /an /a
n /an /a

00
n /an /a

––

n /an /a

-10-10

––

1.51 .5
0.3V0.3VDDDD

(2)(2)

(2)(2)

n /an /a
n /an /a

0 .40 .4
n /an /a

250250 (4 )(4 )

n /an /a

1 01 0

1 01 0

n / an / a
-0.5-0.5

n /an /a
0.7V0.7VDDDD

(1)(1)

0.05V0.05VDDDD

0.1V0.1VDDDD

00
00

20 + 0.1C20 + 0.1Cbb
(3)(3)

00

-10-10 (5)(5)

––

n /an /a
0.3V0.3VDDDD

n /an /a
(2)(2)

––
––

0.40 .4
0.2V0.2VDDDD

250250 (4 )(4 )

5 05 0

1010 (5 )(5 )

1 01 0

VV
VV

VV
VV

VV
VV

VV
VV

n sn s

n sn s

µ Aµ A

p Fp F
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表表55　　F/SF/SモードモードII22CCバス・デバイスバス・デバイス（（11））に対するに対するSDASDAおよびおよびSCLSCLバス・ラインの特性バス・ラインの特性

注注

1.1. 全ての値は全ての値はVV IHminIHminおよびおよびVV ILmaxILmaxレベル基準（表４参照）。レベル基準（表４参照）。

2.2. デバイスは内部的にデバイスは内部的にSDASDA信号に対して信号に対して300nS300nS以上のホールド時間（以上のホールド時間（SCLSCL信号の信号のVV IHminIHminに比較して）を有し、に比較して）を有し、SCLSCLの立ち下りエッジでのの立ち下りエッジでの
不確定な状態を回避しなければなりません。不確定な状態を回避しなければなりません。

3.3. 最大最大tt HD;DATHD;DATは少なくとも、デバイスのは少なくとも、デバイスのSCLSCL信号の“信号の“LL”期間（”期間（tt LOWLOW）を延長していないということを満たしていなければなりません。）を延長していないということを満たしていなければなりません。

4.4. ファースト・モードファースト・モードII22CCバス・デバイスを標準モードバス・デバイスを標準モードII22CCバス・システムに使用することができますが、要求される条件バス・システムに使用することができますが、要求される条件ttSU;DATSU;DAT≧≧250nS250nSを満足を満足
しなければなりません。このことは、自動的に、そのデバイスがしなければなりません。このことは、自動的に、そのデバイスがSCLSCL信号の“信号の“LL”期間を延長しない状態になります。あるデバイスが”期間を延長しない状態になります。あるデバイスがSCLSCL
信号の“信号の“LL”期間を延長しない場合には、”期間を延長しない場合には、SCLSCLラインが開放されよりラインが開放されよりttrmaxrmax＋＋ttSU;DATSU;DAT＝＝10001000＋＋250250＝＝1250ns1250ns（標準モード次のデータ・ビットを（標準モード次のデータ・ビットを
II22CCバス仕様に従って）以前に、次のデータをバス仕様に従って）以前に、次のデータをSDASDAラインに出力しなければなりません。ラインに出力しなければなりません。

5.5. CbCb＝＝11つのバス・ラインのトータル容量（単位つのバス・ラインのトータル容量（単位pFpF）。）。HsHsモード・デバイスと混在された場合には表モード・デバイスと混在された場合には表66に従って、より高速の立ち下りも許容に従って、より高速の立ち下りも許容
できます。できます。

n/an/a＝規定せず＝規定せず

パラメータパラメータ
標準モード標準モード

MIN.MIN.

SCLSCLクロック周波数クロック周波数

ホールド時間（反復）『ホールド時間（反復）『STARTSTART』条件』条件
この期間の後、最初のクロック・パルスを生成この期間の後、最初のクロック・パルスを生成

SCLSCLクロックの“クロックの“LL”期間”期間

SCLSCLクロックの“クロックの“HH”期間”期間

反復『反復『STARTSTART』条件のセットアップ時間』条件のセットアップ時間

データ・ホールド時間：データ・ホールド時間：
CBUSCBUSココンンパパチのマチのマススター用（注、ター用（注、10.1.310.1.3参照）参照）
II22CCバス・デバイス用バス・デバイス用

データ・セットアップ時間データ・セットアップ時間

SDASDAおよびおよびSCLS C L信号の立ち上がり時間信号の立ち上がり時間

SDASDAおよびおよびSCLS C L信号の立ち下がり時間信号の立ち下がり時間

『『STOPSTOP』条件のセットアップ時間』条件のセットアップ時間

『『STOPSTOP』条件と『』条件と『STARTSTART』条件との間のバス・』条件との間のバス・
フリー時間フリー時間

それぞれのバス・ラインの容量性負荷それぞれのバス・ラインの容量性負荷

各接続デバイスの“各接続デバイスの“LL”レベルにおけるノイズ・”レベルにおけるノイズ・
マージン（ヒステリシスを含む）マージン（ヒステリシスを含む）

各接続デバイスの“各接続デバイスの“HH”レベルにおけるノイ”レベルにおけるノイ
ズ・マージン（ヒステリシスを含む）ズ・マージン（ヒステリシスを含む）

単単  位位記　号記　号
高速モード高速モード

MAX.M A X . MIN.MIN. M A X .M A X .

ffSCLSCL

ttHD;STAHD;STA

ffLOWLOW

ttHIGHHIGH

ttSU;STASU;STA

ttHD;DATHD;DAT

ttSU;DATSU;DAT

tt rr

ttff

ttSU;STOSU;STO

ttBUFBUF

CC bb

VV nLnL

VV n Hn H

00

4.04 .0

4 .74 .7

4 .04 .0

4 .74 .7

5 .05 .0
00 (2 )(2 )

2 5 02 5 0

––

––

4.04 .0

4 .74 .7

––

0.1V0.1VDDDD

0.2V0.2VDDDD

1 0 01 0 0

––

––

––

––

––
3.453.45 (3)(3)

––

10001000

3 0 03 0 0

––

––

4 0 04 0 0

––

––

00

0.60 .6

1 .31 .3

0 .60 .6

0 .60 .6

––
00 (2 )(2 )

100100 (4 )(4 )

20 + 0.1C20 + 0.1Cbb
(5)(5)

20 + 0.1C20 + 0.1Cbb
(5)(5)

0.60 .6

1 .31 .3

––

0.1V0.1VDDDD

0.2V0.2VDDDD

4 0 04 0 0

––

––

––

––

––
0.90.9 (3)(3)

––

3 0 03 0 0

3 0 03 0 0

––

––

4 0 04 0 0

––

––

k H zk H z

µ sµ s

µ sµ s

µ sµ s

µ sµ s

µ sµ s
µ sµ s

n sn s

n sn s

n sn s

µ sµ s

µ sµ s

p Fp F

VV

VV
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図図3131　　II22CCバス上におけるバス上におけるF/SF/Sモード・デバイスのタイミングの定義モード・デバイスのタイミングの定義
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15.215.2 HsHsモード・デバイスモード・デバイス

II22CCバスバスHsHsモード・デバイスのモード・デバイスのI/OI/Oレベル、レベル、I/OI/O電流、スパイク抑圧、ス電流、スパイク抑圧、ス
ロープ・コントロールおよびピン容量を表ロープ・コントロールおよびピン容量を表66に示します。バス・ラインに示します。バス・ライン
の“の“HH”レベルと“”レベルと“LL”レベルのノイズ・マージンは、”レベルのノイズ・マージンは、F/SF/SモードモードII22CCバス・バス・
デバイスで規定した値と同じです。デバイスで規定した値と同じです。

図図3232ににHsHsモード・タイミングに関する全てのタイミング・パラメータをモード・タイミングに関する全てのタイミング・パラメータを
示します。『示します。『normalnormal』開始条件』開始条件SSははHsHsモードにはありません。アドレモードにはありません。アドレ
ス・ビット、ス・ビット、R/WR/Wビット、アクノリッジ・ビットおよびビット、アクノリッジ・ビットおよびDATADATAビットのタイミンビットのタイミン
グ・パラメータは全て同じ値です。外部グ・パラメータは全て同じ値です。外部RpRpは内部電流源を使用しは内部電流源を使用し
ないでないでSCLHSCLHをプルアップする必要がありますので、アクノリッジ・をプルアップする必要がありますので、アクノリッジ・
ビット後の第１ビット後の第１SCLHSCLHクロック信号の立ち上がりエッジのみが異なっクロック信号の立ち上がりエッジのみが異なっ
ています。ています。

バス・ラインのバス・ラインのHsHsモード・タイミング・パラメータを表モード・タイミング・パラメータを表77で規定していで規定してい
ます。ます。SCLHSCLHクロック信号の“クロック信号の“HH”および“”および“LL”の最小期間ならびに最大”の最小期間ならびに最大
立ち上がり時間、立ち下り時間によって最大ビット・レートが決定さ立ち上がり時間、立ち下り時間によって最大ビット・レートが決定さ
れます。れます。

内部発生の内部発生のSCLHSCLH信号の“信号の“LL”および“”および“HH”レベルの期間が、それぞれ、”レベルの期間が、それぞれ、
200ns200nsおよびおよび100ns100nsであればであればHsHsモード・マスターは、モード・マスターは、3.4Mbit/s3.4Mbit/sの最の最
大ビット・レートのとき、外部大ビット・レートのとき、外部SCLHSCLHクロック・パルス（立ち上がりおよびクロック・パルス（立ち上がりおよび
立ち下り時間を考慮）に対する要求条件を満足します。従って、立ち下り時間を考慮）に対する要求条件を満足します。従って、HsHs
モ－ド・マスターによってモ－ド・マスターによってSCLHSCLH信号を生成するために信号を生成するために10MHz10MHzの基本の基本
周波数または周波数または10MHz10MHzの高調波周波数を使用することができます。の高調波周波数を使用することができます。
SCLHSCLHクロックの最大“クロックの最大“HH”および“”および“LL”期間には制限がなく、最低ビッ”期間には制限がなく、最低ビッ
ト・レートにも制限がありません。ト・レートにも制限がありません。

タイミング・パラメータは、各バス・ラインについてタイミング・パラメータは、各バス・ラインについて100pF100pFまでの容量までの容量
性負荷の値に無関係であり、最大性負荷の値に無関係であり、最大3.4Mbit/s3.4Mbit/sまでのビット・レートがまでのビット・レートが
可能です。バス・ラインの負荷容量値がこれより高くなると、ビット・可能です。バス・ラインの負荷容量値がこれより高くなると、ビット・
レートが徐々に低下します。レートが徐々に低下します。400pF400pFの容量性バス負荷の場合のタイの容量性バス負荷の場合のタイ
ミング・パラメータは表ミング・パラメータは表77で規定されており、そのときの最大ビット・で規定されており、そのときの最大ビット・
レートはレートは1.7Mbit/s1.7Mbit/sになっています。になっています。100pF100pFとと400pF400pFの間の容量性バの間の容量性バ
ス負荷の場合、タイミング・パラメータは直線的に補間される必要がス負荷の場合、タイミング・パラメータは直線的に補間される必要が
あります。立ち上がりおよび立ち下り時間は、送信ラインあります。立ち上がりおよび立ち下り時間は、送信ラインSDAHSDAHおよびおよび
SCLHSCLHの最大伝搬遅延時間に依存しており、開放された終端からのの最大伝搬遅延時間に依存しており、開放された終端からの
反射を回避しています。反射を回避しています。
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注注

1.1. 規定された規定された I I22CCバス・システム・レベルに準拠しない非標準の電源電圧を使用するデバイスにおいて、その入力レベルはプルアップバス・システム・レベルに準拠しない非標準の電源電圧を使用するデバイスにおいて、その入力レベルはプルアップ
抵抗抵抗RpRpが接続されるが接続されるVV DDDD電圧に比例します。電圧に比例します。

2.2. レベル・シフターの機能を持つデバイスは、レベル・シフターの機能を持つデバイスは、SDLSDLおよびおよびSCLSCLにおいてにおいて5.5V5.5Vの最大入力電圧まで許容する必要があります。の最大入力電圧まで許容する必要があります。

3.3. 100pF100pFとと400pF400pFとの間の容量性バス負荷に対して、立ち上がり時間および立ち下り時間は直線的に補間されなければなりません。との間の容量性バス負荷に対して、立ち上がり時間および立ち下り時間は直線的に補間されなければなりません。

4.4. 電源電圧がスイッチ・オフされたときには、電源電圧がスイッチ・オフされたときには、HsHsモード・スレーブ・デバイスのモード・スレーブ・デバイスのSDAHSDAHおよびおよびSCLH I/OSCLH I/Oはフローティング状態になっていなはフローティング状態になっていな
ければなりません。電流源出力回路には、通常、ければなりません。電流源出力回路には、通常、VV DDDDとの間にクリッピング・ダイオードがありますが、この回路があるために、との間にクリッピング・ダイオードがありますが、この回路があるために、HsHsモード・モード・
マスター・デバイスのマスター・デバイスのSCLHSCLHまたはまたはSDAH I/OSDAH I/O段にとって上記のことは必ずしも必須な条件ではありません。このことは、段にとって上記のことは必ずしも必須な条件ではありません。このことは、SDAHSDAHおよびおよび
SCLHSCLHラインに影響を与えることなしにラインに影響を与えることなしにHsHsモード・マスター・デバイスの電源電圧をスイッチ・オフする必要がないということを意味してモード・マスター・デバイスの電源電圧をスイッチ・オフする必要がないということを意味して
います。います。

表表66　　HsHsモードモードII22CCバス・デバイスのバス・デバイスのSDAHSDAH、、SCLHSCLH、、SDASDAおよびおよびSCL I/OSCL I/O段の特性段の特性

パラメータパラメータ

““LL”レベル入力電圧”レベル入力電圧

““HH”レベル入力電圧”レベル入力電圧

シュミット・トリガー入力のヒステリシスシュミット・トリガー入力のヒステリシス

““LL”レベル出力電圧（オープン・ドレイン）、”レベル出力電圧（オープン・ドレイン）、SDAHSDAH、、SDASDAおよびおよびSCLHSCLHにおいてにおいて
3mA3mAのシンク電流のシンク電流
VVDDDD＞＞2V2V
VVDDDD＜＜2V2V

トランスファー・ゲートのトランスファー・ゲートのONON抵抗、抵抗、3mA3mAにおいてにおいてSDASDAととSDAHSDAHとの間またはとの間またはSCLSCLとと
SCLHSCLHとの間のとの間のVVOLOLレベルでの両電流方向レベルでの両電流方向

トランスファー・ゲートのトランスファー・ゲートのONON抵抗、抵抗、SDASDAととSDAHSDAHとの間またはとの間またはSCLSCLととSCLHSCLHとの間、との間、
両方とも両方ともVVDDDDレベルレベル

SCLHSCLH電流源のプルアップ電流。電流源のプルアップ電流。
0.3V0.3VDDDDとと0.7V0.7VDDDDとの間のとの間のSCLHSCLH出力レベルに適用。出力レベルに適用。

1010～～100pF100pFの容量性負荷を持ったの容量性負荷を持ったSCLHSCLHにおける出力立ち上がり時間（電流における出力立ち上がり時間（電流
源はイネーブル）および立ち下り時間源はイネーブル）および立ち下り時間

3mA3mAの外部プルアップ電流源およびの外部プルアップ電流源および400pF400pFの容量性負荷を持ったの容量性負荷を持ったSCLHSCLHにおにお
ける出力立ち上がり時間（電流源はイネーブル）および立ち下り時間ける出力立ち上がり時間（電流源はイネーブル）および立ち下り時間

1010～～100pF100pFの容量性負荷を持ったの容量性負荷を持ったSDAHSDAHにおける出力立ち下がり時間における出力立ち下がり時間

400pF400pFの容量性負荷を持ったの容量性負荷を持ったSDAHSDAHにおける出力立ち下がり時間における出力立ち下がり時間

入力フィルタによって抑圧される入力フィルタによって抑圧されるSDAHSDAHおよびおよびSCLHSCLHにおけるスパイクのパルにおけるスパイクのパル
ス幅ス幅

0.1V0.1VDDDDとと0.9V0.9VDDDDとの間の入力電圧を持った各との間の入力電圧を持った各I/OI/Oピンの入力電流ピンの入力電流

各各I/OI/Oピンの静電容量ピンの静電容量

単単  位位記　号記　号
HsHsモードモード

最　大最　大 最　小最　小

VVILIL

VVIHIH

VVhyshys

VVOLOL

RRonLonL

RRonHonH
(2)(2)

IICSCS

ttrCLrCL,,  ttfCLfCL

ttrCLrCL
(3)(3),,  ttfCLfCL

(3)(3)

ttfDAfDA

ttfDAfDA
(3)(3)

ttSPSP

IIii(4)(4)

CCii

-0.5-0.5

0.7V0.7VDDDD
(1)(1)

0.1V0.1VDDDD
(1)(1)

00
00

––

5050

33

1010

2020

2020

4040

00

––

––

0.3V0.3VDDDD
(1)(1)

VVDDDD
  ++  0.50.5(2)(2)

––

0.40.4
0.2V0.2VDDDD

5050

––

1212

4040

8080

8080

160160

1010

1010

1010

VV

VV

VV

VV
VV

½½

k½k½

mAmA

nsns

nsns

nsns

nsns

nsns

µAµA

pFpF
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注注

1.1. 全ての値は全ての値はVV IHminIHminおよびおよびVV ILmaxILmaxレベル基準（表レベル基準（表66参照）。参照）。

2.2. 100pF100pF～～400pF400pFのバス・ライン負荷に対して、タイミング・パラメータは直線的に補間されなければなりません。のバス・ライン負荷に対して、タイミング・パラメータは直線的に補間されなければなりません。

3.3. 一つのデバイスにおいて、一つのデバイスにおいて、SCLHSCLH信号の立ち下りエッジの信号の立ち下りエッジのVVIHIHととVVILILとの間の規定できない個所をブリッジするために、データ・ホールド・との間の規定できない個所をブリッジするために、データ・ホールド・
ラインを内部で供給しなければいけません。ラインを内部で供給しなければいけません。SCLHSCLH信号の立ち下りエッジの入力回路のスレッシュホールド値をできるだけ小さくして、信号の立ち下りエッジの入力回路のスレッシュホールド値をできるだけ小さくして、
このホールド時間を最小にする必要があります。このホールド時間を最小にする必要があります。

表表77　　HsHsモードモードII22CCバス・デバイスのバス・デバイスのSDAHSDAH、、SCLHSCLH、、SDASDAおよびおよびSCLSCLバス・ラインの特性バス・ラインの特性(1)(1)

パラメータパラメータ
CC bb = 100 pF = 100 pF（最大）（最大）

最　小最　小

SCLHSCLHクロック周波数クロック周波数

開始条件のセットアップ時間（繰り返し）開始条件のセットアップ時間（繰り返し）

開始条件のホールド時間（繰り返し）開始条件のホールド時間（繰り返し）

SCLHSCLHクロックの“クロックの“LL”期間”期間

SCLHSCLHクロックの“クロックの“HH”期間”期間

データ・セットアップ時間データ・セットアップ時間

データ・ホールド時間データ・ホールド時間

SCLHSCLH信号の立ち上がり時間信号の立ち上がり時間

アクノリッジ・ビット後のアクノリッジ・ビット後のSCLHSCLH信号の立ち上が信号の立ち上が
り時間り時間

SCLHSCLH信号の立ち下がり時間信号の立ち下がり時間

SDAHSDAH信号の立ち上がり時間信号の立ち上がり時間

SDAHSDAH信号の立ち下がり時間信号の立ち下がり時間

停止条件のセットアップ時間停止条件のセットアップ時間

SDAHSDAHおよびおよびSCLHSCLHラインの容量性負荷ラインの容量性負荷

SDAH+SDASDAH+SDAラインおよびラインおよびSCLH+SCLSCLH+SCLラインの容ラインの容
量性負荷量性負荷

各接続デバイスの“各接続デバイスの“LL”レベル・ノイズ・マージ”レベル・ノイズ・マージ
ン（ヒステリシスを含む）ン（ヒステリシスを含む）

各接続デバイスの“各接続デバイスの“HH”レベル・ノイズ・マージ”レベル・ノイズ・マージ
ン（ヒステリシスを含む）ン（ヒステリシスを含む）

単単  位位記　号記　号
CC bb = 400 pF = 400 pF（（22））

最　大最　大 最　小最　小 最　大最　大

ffSCLHSCLH

ttSU;STASU;STA

ttHD;STAHD;STA

ffLOWLOW

ttHIGHHIGH

ttSU;DATSU;DAT

ttHD;DATHD;DAT

ffrCLrCL

ffrCL1rCL1

fffCLfCL

ttrDArDA

ttfDAfDA

ttSU;STOSU;STO

CCbb

CCbb

VVnLnL

VVnHnH

00

160160

160160

160160

6060

1010

00(3)(3)

1010

2020

1010

2020

2020

160160

––

––

0.1V0.1VDDDD

0.2V0.2VDDDD

3.43.4

––

––

––

––

––

7070

4040

8080

4040

8080

8080

––

100100

400400

––

––

00

320320

320320

320320

120120

1010

00(3)(3)

2020

4040

2020

4040

4040

320320

––

––

0.1V0.1VDDDD

0.2V0.2VDDDD

1.71.7

––

––

––

––

––

150150

8080

160160

8080

160160

160160

––

400400

400400

––

––

MHzMHz

nsns

nsns

nsns

nsns

nsns

nsns

nsns

nsns

nsns

nsns

nsns

nsns

pFpF

pFpF

VV

VV
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1616 II22CCバス・デバイスとバス・ライン間のバス・デバイスとバス・ライン間の

電気的接続電気的接続

II22CCバス・デバイスのバス・デバイスのI/OI/Oに関する電気的仕様およびこれらに接続に関する電気的仕様およびこれらに接続
されたバス・ラインの特性はされたバス・ラインの特性は1515節に記述しています。節に記述しています。

1.5V1.5Vおよびおよび3V3Vの固定入力レベルを持ったの固定入力レベルを持ったII22CCバス・デバイスには、バス・デバイスには、
それぞれ独自の最適な電源電圧があります。それぞれ独自の最適な電源電圧があります。5V5V±±10%10%電源にはプ電源にはプ
ルアップ抵抗を接続しなければなりません（図ルアップ抵抗を接続しなければなりません（図3333）。）。VVDDDDに関連したに関連した
入力レベルを持った入力レベルを持ったII22CCバス・デバイスは共通の電源ラインを持ち、バス・デバイスは共通の電源ラインを持ち、
そのラインにはプルアップ抵抗を接続する必要があります（図そのラインにはプルアップ抵抗を接続する必要があります（図3434）。）。

固定入力レベルを持ったデバイスが固定入力レベルを持ったデバイスがVVDDDDに関連した入力レベルと複に関連した入力レベルと複
合された場合には、後者は合された場合には、後者は5V5V±±10%10%の共通電源ラインに接続され、の共通電源ラインに接続され、
かつ図かつ図3535に示されるように、に示されるように、SDASDAおよびおよびSCLSCLピンにプルアップ抵抗をピンにプルアップ抵抗を
接続する必要があります。接続する必要があります。

図図32 32 　　II22CCバス上におけるバス上におけるHsHsモード・デバイスのタイミングの定義モード・デバイスのタイミングの定義

(1) Rising edge of the first SCLH clock pulse after an acknowledge bit.(1) Rising edge of the first SCLH clock pulse after an acknowledge bit.

新しい高速および新しい高速およびHsHsモード・デバイスは、表モード・デバイスは、表44および表および表66で規定されで規定され
たように、入力レベルに関連した電源電圧を持っていなければなたように、入力レベルに関連した電源電圧を持っていなければな
りません。りません。

入力レベルは次の方法で規定されます。入力レベルは次の方法で規定されます。

・・““LL”レベルのノイズ・マージンが”レベルのノイズ・マージンが0.1V0.1VDDDDである。である。

・・““HH”レベルのノイズ・マージンが”レベルのノイズ・マージンが0.2V0.2V DDDDである。である。

・・図図3636に示されたように、に示されたように、SDASDAおよびおよびSCLSCLライン上の高電圧スパイライン上の高電圧スパイ
ク（例えば、テレビ受像管のフラッシュ・オーバーによって発生）ク（例えば、テレビ受像管のフラッシュ・オーバーによって発生）
を回避するために、を回避するために、300300Ωのシリーズ抵抗（Ωのシリーズ抵抗（RsRs）を用いることがで）を用いることがで
きます。きます。

= MCS current source pull-up= MCS current source pull-up

= Rp resistor pull-up= Rp resistor pull-up
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図35　　I2CCバス上で固定入力レベル・デバイス(電源電源VDD2,3))と混合されたVDDDD（電源VDD1DD1）に関連した

入力レベルを持ったデバイス

図図3333　　II22CCバスに接続された固定入力レベル・デバイスバスに接続された固定入力レベル・デバイス

図図3434　　II22CCバスに接続された、広い電源電圧レンジを持つデバイスバスに接続された、広い電源電圧レンジを持つデバイス
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16.116.1 標準モード標準モードII22CCバス・デバイスの抵抗バス・デバイスの抵抗RpRpととRsRsのの

最大値および最小値最大値および最小値

標準モード標準モードII22CCバス・システムに対して、図バス・システムに対して、図3535内の抵抗内の抵抗RpRpおよびおよびRsRs
の値は次のパラメータに依存します。の値は次のパラメータに依存します。

・電源電圧・電源電圧

・バスの静電容量・バスの静電容量

・接続デバイス数（入力電流＋リーク電流）・接続デバイス数（入力電流＋リーク電流）

出力段にて出力段にてVVOLOLmaxmax=0.4V=0.4Vでの規定最小シンク電流がでの規定最小シンク電流が3mA3mAなので、電なので、電
源電圧によって源電圧によってRRppの最小値が制限されます。の最小値が制限されます。VVDDDDととRRpminpminとの関係をとの関係を
図図3737に示します。“に示します。“LL”レベルのときの”レベルのときの0.1V0.1VDDDDの必要ノイズ・マージンの必要ノイズ・マージン
により、により、RsRsの最大値が制限されます。の最大値が制限されます。RRs maxs maxととRRppとの関係を図との関係を図3838に示に示
します。します。

図図3636　高電圧スパイクに対する保護用のシリーズ抵抗　高電圧スパイクに対する保護用のシリーズ抵抗(Rs)(Rs)

バス容量はワイヤー、接続部およびピンのトータルの静電容量でバス容量はワイヤー、接続部およびピンのトータルの静電容量で
す。この容量により、立ち上がり時間が規定されているため、す。この容量により、立ち上がり時間が規定されているため、RRppの最の最
大値が制限されます。大値が制限されます。RRp maxp maxとバス容量との関係を図とバス容量との関係を図3939に示します。に示します。

各入出力接続の最大“各入出力接続の最大“HH”レベル入力電流の規定最大値は”レベル入力電流の規定最大値は1010μμAA
です。“です。“HH”レベルのときの必要ノイズ・マージンが”レベルのときの必要ノイズ・マージンが0.2V0.2V DDDDであるのであるの
で、この入力電流によってで、この入力電流によってRRppの最大値が制限されます。トータル“の最大値が制限されます。トータル“HH””
レベル入力電流とレベル入力電流とRRp maxp maxとの関係を図との関係を図4040に示します。に示します。
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図図3737　　RsRs値をパラメータとしたときの値をパラメータとしたときのRpRpの最小値との最小値と

供給電圧との関係供給電圧との関係

図図3939　標準モード　標準モードII22CCバスにおけるバスにおけるRpRpの最大値との最大値と

バス容量との関係バス容量との関係

図図3838　供給電圧をパラメータとしたときの　供給電圧をパラメータとしたときのRsRsのの

最大値と最大値とRpRpとの関係との関係

図図4040　供給電圧をパラメータとしたときの　供給電圧をパラメータとしたときの

““HH”レベル合計入力電流と”レベル合計入力電流とRpRpの最大値との関係の最大値との関係
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1717 アプリケーション情報アプリケーション情報

17.117.1 ファースト・モードファースト・モードII22CCバス・デバイスの出力段のスバス・デバイスの出力段のス

ロープ制御ロープ制御

II22CCバス・デバイスのバス・デバイスのI/OI/O部の電気的仕様およびそこに接続されて部の電気的仕様およびそこに接続されて
いるバス・ラインの特性はいるバス・ラインの特性は1515節に記述されています。節に記述されています。

図図4141および図および図4242は、それぞれ、は、それぞれ、CMOSCMOSおよびバイポーラおよびバイポーラICICにおける出における出
力段でのスロープ・コントロール例を示したものです。立ち下りエッ力段でのスロープ・コントロール例を示したものです。立ち下りエッ
ジのスロープはミラー（ジのスロープはミラー（MillerMiller）コンデンサ（）コンデンサ（C1C1）および抵抗（）および抵抗（R1R1）に）に
よって決定されます。よって決定されます。C1C1ととR1R1の標準的な値が図に表記されていまの標準的な値が図に表記されていま
す。表す。表44において、出力立ち下り時間において、出力立ち下り時間ttOFOFの許容誤差が大きいというの許容誤差が大きいという
ことは、回路設計がそれほど大きく影響しないということを意味しことは、回路設計がそれほど大きく影響しないということを意味し
ています。立ち下り時間は、外部バス負荷（ています。立ち下り時間は、外部バス負荷（CbCb）と外部並列抵抗）と外部並列抵抗
（（RpRp）によってわずかに影響を受けるのみです。しかし、表）によってわずかに影響を受けるのみです。しかし、表55に示すに示す
立ち上がり時間（立ち上がり時間（ttRR）は、主としてバスの容量性負荷と並列抵抗の）は、主としてバスの容量性負荷と並列抵抗の
値によって決定されます。値によって決定されます。

17.217.2 ファースト・モードファースト・モードII22CCバス・デバイスのスイッチ付きバス・デバイスのスイッチ付き

プルアップ回路プルアップ回路

並列抵抗並列抵抗RpRpの最小値は供給電圧（の最小値は供給電圧（VVDDDD）および最大出力“）および最大出力“LL”レベル”レベル
によって決定されます（によって決定されます（16.116.1節参照）。例えば、供給電圧節参照）。例えば、供給電圧VVDDDD＝＝5V5V±±
10%10%、、3mA3mAででVVOLmaxOLmax=0.4V=0.4Vの場合、Ｒの場合、Ｒpminpmin==（（5.5-0.45.5-0.4））/0.003=1.7k/0.003=1.7kΩとΩと
なります。このＲなります。このＲpp値の場合、図値の場合、図4343から分かるように、最大から分かるように、最大ttRR値値300ns300ns
という条件を満たすためのバスの最大静電容量は約という条件を満たすためのバスの最大静電容量は約200pF200pFになりになり
ます。もし、バスの静電容量がこれを超える場合には、図ます。もし、バスの静電容量がこれを超える場合には、図4343に示すに示す
スイッチ付きプルアップ回路を利用することができます。スイッチ付きプルアップ回路を利用することができます。

図図4343のスイッチ付きプルアップ回路は、供給電圧のスイッチ付きプルアップ回路は、供給電圧VVDDDD＝＝5V5V±±10%10%、最、最
大容量性負荷が大容量性負荷が400pF400pFの場合のためのものです。この回路はバの場合のためのものです。この回路はバ
ス・レベルによってコントロールされているため、スイッチング・コンス・レベルによってコントロールされているため、スイッチング・コン
トロール信号を別途追加する必要はありません。立ち上がり／立ちトロール信号を別途追加する必要はありません。立ち上がり／立ち
下がり時、下がり時、HCT4066HCT4066内のバイラテラル・スイッチは、内のバイラテラル・スイッチは、0.8V0.8V～～2.0V2.0Vのバのバ
ス・レベルで並列抵抗ス・レベルで並列抵抗RRp2p2ををON,OFFON,OFFコントロールします。抵抗コントロールします。抵抗RRpp１１およおよ
びびRRp2p2を組み合わせて使用することによって、バス・ラインを最大規を組み合わせて使用することによって、バス・ラインを最大規
定立ち上がり時間（ｔ定立ち上がり時間（ｔR R ）である）である300ns300ns以内に引き上げることが可能以内に引き上げることが可能
になります。コントロールを行っているになります。コントロールを行っているII22CCバス・デバイスの最大シンバス・デバイスの最大シン
ク電流が、ク電流が、VVOL2OL2=0.6V=0.6Vの時の時6mA6mA、または、、または、VVOL1OL1=0.4V=0.4Vの時の時3mA3mAをそれぞれをそれぞれ
超えることはありません。超えることはありません。

直列抵抗直列抵抗RsRsは必ずしも必要ではありません。これらの直列抵抗はは必ずしも必要ではありません。これらの直列抵抗は
II22CCバス・デバイスのバス・デバイスのI/OI/Oステージをバス・ライン上での高電圧スパステージをバス・ライン上での高電圧スパ
イクから保護するため、またはバス・ライン信号のクロストークやアイクから保護するため、またはバス・ライン信号のクロストークやア
ンダーシュート（目的の場所まで届かないこと）を抑えるために利用ンダーシュート（目的の場所まで届かないこと）を抑えるために利用
します。します。RsRsの最大値は、の最大値は、RRp2p2をオフにするためにバス・ラインを“をオフにするためにバス・ラインを“LL”レ”レ
ベルに設定された状態で、この抵抗を介した電圧降下の最大許ベルに設定された状態で、この抵抗を介した電圧降下の最大許
容値によって決定します。容値によって決定します。

図図4141　　CMOSCMOSテクノロジーにおける出力段のテクノロジーにおける出力段の

スロープ・コントロールスロープ・コントロール

図図4242　バイポーラ・テクノロジーにおける出力段の　バイポーラ・テクノロジーにおける出力段の

スロープ・コントロールスロープ・コントロール 図図4343　スイッチ付きプルアップ回路　スイッチ付きプルアップ回路
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17.3　バス・ラインの配線パターン

一般にバス・ラインへの、またはバス・ラインからの干渉やクロストー
クが最小になるような配線が必要です。並列デバイスのインピーダ
ンスが比較的高いため、バス・ラインは“H”レベル時にクロストーク
や干渉を最も受けやすくなります。

PCBまたはリボン・ケーブル上のバス・ラインの長さが10cmを超え、か
つVDDやVSSラインが含まれている場合には、以下のような配線パ
ターンにする必要があります。

SDA _______________________________________________
VDD _______________________________________________

VSS _______________________________________________
SCL _______________________________________________

VSSラインのみが含まれている場合には、以下の配線パターンにな
ります。

S D A _______________________________________________
V SS _______________________________________________

S C L _______________________________________________

これらの配線パターンでは、SDAおよびSCLの容量性負荷が同一と
なります。VSSまたはVSSレイヤーを持つＰＣＢが使われている場合は、
VSSおよびVDDラインを省略することができます。

バス・ラインがツイスト線である場合には、各バス・ラインに必ずVSSリ
ターンをツイストする必要があります。あるいは、その代わりに、SCL
ラインにVSSリターン、SDAラインにVDDリターンをツイストしてもかまいま
せん。後者の場合には、ツイスト線の両端でVSSラインとVDDラインを切
り離すためにコンデンサが必要になります。

バス・ラインがシールド付きの場合（VSSにシールド接続されている場
合）は、干渉を最小に抑えることができます。しかし、クロストークを
最小に抑えるために、SDAラインとSCLラインの間でシールド付きケー
ブルに低容量のカップリング・コンデンサを付けておく必要があり
ます。

17.4 ファースト・モードI2Cバス・デバイスの抵抗Rpおよび
Rsの最大値と最小値

ファースト・モードI2Cバスに接続された抵抗RpおよびRsの最大値と
最小値は16.1節の表37,表38および表40から計算することができ
ます。ファースト・モードI2Cバスの立ち上がり時間（tr）は標準モー
ドに比べて小さいので、バスの静電容量によって決定されるRpの
値は図39で示された値より小さくなります。ファースト・モードI2Cバ
スにおけるバスの静電容量（Cb）とRpの最大値との関係を図39（Rs
とRpの関係)の代わりに図44に示します。

図44　ファースト・モードI2CバスにおけるRpの最大値と
trmax要求を満たすバス容量との関係

17.5 HsモードI2Cバス・デバイスの抵抗RpおよびRsの最
大値と最小値

HsモードI2Cバスに接続された抵抗RpおよびRsの最大値と最小値
は表6および表7から計算することができます。これは、異なった立
ち上がり時間、立ち下り時間、バス・ラインの負荷、電源電圧、混在
スピード・システムおよびレベル・シフトに依存しますのでいろいろ
な組み合わせ値が得られます。従って、この仕様にはグラフを記載
していません。

1818181818　　　　　F/SF/SF/SF/SF/SモードモードモードモードモードIIIII22222CCCCCバス・システム用のバス・システム用のバス・システム用のバス・システム用のバス・システム用の
双方向性双方向性双方向性双方向性双方向性レベル・シフタレベル・シフタレベル・シフタレベル・シフタレベル・シフタ

0.5μm以下の誤差を持った集積回路に関する最新テクノロジー
のプロセスでは最大電源電圧が制限されますので、ディジタルI/
O信号のロジック・レベルも制限されます。これらの低電圧回路を従
来の5Vデバイスとインターフェースさせるにはレベル・シフタが必要
になります。I2Cバスのような双方向性バスにおいて、このようなレ
ベル・シフタもまた方向コントロール信号（1)を用いずに双方向性で
ある必要があります。この問題を解消する最も簡単な方法は各バ
ス・ラインにディスクリートMOS-FETを接続することです。

（1) US5,689,196認証；関連するパテントは未出願。
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このように非常に簡単なソリューションであるにもかかわらず、方向このように非常に簡単なソリューションであるにもかかわらず、方向
コントロール信号を用いない双方向性レベル・シフトの要求を満たコントロール信号を用いない双方向性レベル・シフトの要求を満た
すだけではなく、次のような条件をも満たしています。すだけではなく、次のような条件をも満たしています。

・・残りのバス・システムからパワー・ダウンされたバス部を絶縁す残りのバス・システムからパワー・ダウンされたバス部を絶縁す
る。る。

・・『高電圧』側からの高電圧スパイクに対して『低電圧』側を保護『高電圧』側からの高電圧スパイクに対して『低電圧』側を保護
する。する。

この双方向性レベル・シフタは、標準モード（この双方向性レベル・シフタは、標準モード（100kbit/s100kbit/sまで）およまで）およ
びファースト・モード（びファースト・モード（400kbit/s400kbit/s）の）のII22CCバス・システムのいずれにもバス・システムのいずれにも
この双方向性レベル・シフタを使用することができます。これは、この双方向性レベル・シフタを使用することができます。これは、HsHs
モード・システム用にはデザインされておらず、レベル・シフトの機能モード・システム用にはデザインされておらず、レベル・シフトの機能
を持ったブリッジとして利用することができます（を持ったブリッジとして利用することができます（13.513.5節参照）。節参照）。

18.118.1 異なったロジック・レベルとのデバイス接続異なったロジック・レベルとのデバイス接続

1616節には電源電圧へのプルアップ抵抗を用いて、異なった電圧の節には電源電圧へのプルアップ抵抗を用いて、異なった電圧の
デバイスをどのようにして同一バス上で接続することができるかとデバイスをどのようにして同一バス上で接続することができるかと
いうことを記述しています。これは最も簡単な方法ですが、低い電いうことを記述しています。これは最も簡単な方法ですが、低い電
圧のデバイスの圧のデバイスのI/OI/Oはは5V5Vとインターフェースできる必要があります。とインターフェースできる必要があります。

このことにより製造がより高価になります。しかしながら、双方向性このことにより製造がより高価になります。しかしながら、双方向性
レベル・シフタを使用することにより、各セクションが異なった電源レベル・シフタを使用することにより、各セクションが異なった電源
電圧と異なったロジック・レベルを持った電圧と異なったロジック・レベルを持ったII22CCバス・システムのバス・システムの22セクセク
ション間の相互接続が可能になります。このような構成例を図ション間の相互接続が可能になります。このような構成例を図4545にに
示します。左側の『低電圧』セクションにはデバイスと示します。左側の『低電圧』セクションにはデバイスと3.3V3.3V電源の間電源の間
にプルアップ抵抗があり、右側の『高電圧』セクションにはデバイスにプルアップ抵抗があり、右側の『高電圧』セクションにはデバイス
とと5V5V電源の間にプルアップ抵抗があります。各セクションにはロジッ電源の間にプルアップ抵抗があります。各セクションにはロジッ
ク入力レベルに関連したク入力レベルに関連したI/OI/Oとオープン・ドレインの出力段がありまとオープン・ドレインの出力段がありま
す。す。

各バス・ラインのレベル・シフタは同じタイプであり、ディスクリート各バス・ラインのレベル・シフタは同じタイプであり、ディスクリートNN
チャンネル・エンハンストメントチャンネル・エンハンストメントMOS-FETMOS-FET（シリアル・データ・ライン（シリアル・データ・ラインSDASDA
上の上のTR1TR1およびシリアル・クロック・ラインおよびシリアル・クロック・ラインSCLSCL上の上のTR2TR2）で構成され）で構成され
ています。ゲート（ています。ゲート（g)g)は最低の電源電圧は最低の電源電圧VVDD1DD1に、ソース（に、ソース（s)s)は『低い電は『低い電
圧』側のバス・ラインに、そしてドレイン（圧』側のバス・ラインに、そしてドレイン（d)d)は『高い電圧』側のバス・は『高い電圧』側のバス・
ラインに接続される必要があります。多くのラインに接続される必要があります。多くのMOS-FETMOS-FETはソースに内部はソースに内部
接続されたサブストレートを持っていますが、これ以外の場合には接続されたサブストレートを持っていますが、これ以外の場合には
外部接続する必要があります。各外部接続する必要があります。各MOS-FETMOS-FETのドレインとサブストレーのドレインとサブストレー
トの間には内部ダイオード（トの間には内部ダイオード（N-PN-P接合）があります。接合）があります。

図図4545　　 I I22CCバス・システム内の２箇所の異なった電源電圧に接続された双方向性レベル・シフタ回路バス・システム内の２箇所の異なった電源電圧に接続された双方向性レベル・シフタ回路
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18.1.118.1.1 レベル・シフタの動作レベル・シフタの動作

レベル・シフタの動作中には次の３つの状態を考慮する必要があレベル・シフタの動作中には次の３つの状態を考慮する必要があ
ります。ります。

1.1. いかなるデバイスもバス・ラインにプルダウンしてはいけません。いかなるデバイスもバス・ラインにプルダウンしてはいけません。
『低い電圧』セクションはプルアップ抵抗『低い電圧』セクションはプルアップ抵抗RpRpによってによって3.3V3.3Vにプルにプル
アップされます。アップされます。MOS-FETMOS-FETのゲートとソースは共にのゲートとソースは共に3.3V3.3Vであるである
ので、このので、このVV GSGSはスレッシュホールド電圧以下であり、はスレッシュホールド電圧以下であり、MOS-FETMOS-FET
は導通しません。このことにより、『高い電圧』セクションのバス・は導通しません。このことにより、『高い電圧』セクションのバス・
ラインをプルアップ抵抗ラインをプルアップ抵抗RpRp経由で経由で5V5Vにプルアップすることがでにプルアップすることがで
きるようになります。従って、両セクションのバス・ラインは“きるようになります。従って、両セクションのバス・ラインは“HH”に”に
なっていますが、両ラインとも別々の電圧レベルになっていまなっていますが、両ラインとも別々の電圧レベルになっていま
す。す。

2.2. 3.3V3.3Vデバイスのバス・ラインは“デバイスのバス・ラインは“LL”レベルにプルダウンされます。”レベルにプルダウンされます。
MOS-FETMOS-FETのソースもまた“のソースもまた“LL”レベルになりますが、ゲート電圧は”レベルになりますが、ゲート電圧は
3.3V3.3Vのままです。のままです。VV GSGSはスレッシュホールド以上になり、はスレッシュホールド以上になり、MOS-MOS-
FETFETの導通が開始します。それから、『高い電圧』セクションもまの導通が開始します。それから、『高い電圧』セクションもま
た、導通しているた、導通しているMOS-FETMOS-FET経由で経由で3.3V3.3Vデバイスによって“デバイスによって“LL”レ”レ
ベルにプルダウンされます。従って、両セクションのバス・ラインベルにプルダウンされます。従って、両セクションのバス・ライン
が“が“LL”になって同じ電圧レベルになります。”になって同じ電圧レベルになります。

3.3. 5V5Vデバイスのバス・ラインは“デバイスのバス・ラインは“LL”レベルにプルダウンされます。”レベルにプルダウンされます。VVGSGS
がスレッシュホールドを超えてがスレッシュホールドを超えてMOS-FETMOS-FETが導通し始めるまでが導通し始めるまでMOS-MOS-
FETFETのドレイン・サブストレート・ダイオードは『低い電圧』セクショのドレイン・サブストレート・ダイオードは『低い電圧』セクショ
ンにプルダウンされます。『低い電圧』セクションのバス・ラインンにプルダウンされます。『低い電圧』セクションのバス・ライン
は、さらに、導通しているは、さらに、導通しているMOS-FETMOS-FET経由で経由で5V5Vデバイスによって“デバイスによって“LL””
レベルにプルダウンされます。従って、両セクションのバス・ライレベルにプルダウンされます。従って、両セクションのバス・ライ
ンが“ンが“LL”になって同じ電圧レベルになります。”になって同じ電圧レベルになります。

このこの33つの状態は、駆動しているデバイスの如何にかかわらず、ロつの状態は、駆動しているデバイスの如何にかかわらず、ロ
ジック・レベルがバス・システムの両方向に転送されるということをジック・レベルがバス・システムの両方向に転送されるということを
表しています。状態表しています。状態11はレベル・シフトの機能を実行しています。状はレベル・シフトの機能を実行しています。状
態態22およびおよび33は、は、II22CCバス仕様で要求されるように、両セクションのババス仕様で要求されるように、両セクションのバ
ス・ライン間の『ワイヤードス・ライン間の『ワイヤードANDAND』の機能を実行しています。』の機能を実行しています。

VVDD1DD1としてのとしての3.3V3.3VおよびおよびVVDD2DD2としてのとしての5V5V以外の電源電圧にも適応す以外の電源電圧にも適応す
ることができます、つまり、ることができます、つまり、VVDD1DD1としてのとしての2V2VおよびおよびVVDD2DD2としてのとしての10V10Vのの
電源電圧を利用することもできます。通常動作において電源電圧を利用することもできます。通常動作においてVVDD2DD2  ははVVDD1DD1
に等しいか、これ以上の電圧である必要があります（電源に等しいか、これ以上の電圧である必要があります（電源ON/OFFON/OFFのの
とき、とき、VVDD2DD2  ははVVDD1DD1以下まで低下してもかまいません）。以下まで低下してもかまいません）。
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1919　フィリップスから供給される開発ツール　フィリップスから供給される開発ツール

表表88　　II22CC評価ボード評価ボード

プロダクトプロダクト

OM4151/S87C00KSDOM4151/S87C00KSD

OM5027OM5027

OM5500OM5500

内　容内　容

マイクロコントローラ、マイクロコントローラ、LCDLCD、、LEDLED、パラレル、パラレルI/OI/O、、SRAMSRAM、、EEPROMEEPROM、クロック、、クロック、DTMFDTMF発生器、発生器、AD/DAAD/DAコンバータを持っコンバータを持っ
たたII22CCバス評価ボードバス評価ボード

低電圧・低電力低電圧・低電力ICICおよびソフトウエア用のおよびソフトウエア用のII22CCバス評価ボードバス評価ボード

PCF2166 LCDPCF2166 LCDドライバとドライバとPCD3756A PCD3756A テレコム・マイクロコントローラ用のデモ・キットテレコム・マイクロコントローラ用のデモ・キット

表表99　　80C5180C51ベース・システム用の開発ツールベース・システム用の開発ツール

プロダクトプロダクト

PDS51PDS51

内　容内　容

ボード・レベルのフル装備ボード・レベルのフル装備ICEICE（イン・サーキット・エミュレータ）：（イン・サーキット・エミュレータ）：
PCPCへのへのRS232RS232インターフェース、ユニバーサル・マザーボード、ターミナル・エミュレーション経由でコントローインターフェース、ユニバーサル・マザーボード、ターミナル・エミュレーション経由でコントロー
ルル

表表1010　　6800068000ベース・システム用の開発ツールベース・システム用の開発ツール

プロダクトプロダクト

OM4160/2OM4160/2

OM4160/4OM4160/4

OM4160/5OM4160/5

内　容内　容

SCC68070SCC68070を持ったマイクロ・コアを持ったマイクロ・コア-2-2デモ／評価ボードデモ／評価ボード

90CE20190CE201を持ったマイクロ・コアを持ったマイクロ・コア-4-4デモ／評価ボードデモ／評価ボード

90CE30190CE301を持ったマイクロ・コアを持ったマイクロ・コア-5-5デモ／評価ボードデモ／評価ボード

表表1111　　II22CCアナライザアナライザ

プロダクトプロダクト

OM1022OM1022

OM4777OM4777

PF8681PF8681

内　容内　容

マルチ・マスターの機能を持ったマルチ・マスターの機能を持ったPC IPC I22CCバス・アナライザ。バス・アナライザ。II22CCバスによる実験およびその動作を分析するたバスによる実験およびその動作を分析するた
めのハードウエアおよびソフトウエア（めのハードウエアおよびソフトウエア（IBMIBMまたはこれとコンパチのまたはこれとコンパチのPCPCで動作）。ドキュメントを含む。で動作）。ドキュメントを含む。

OM1022OM1022と類似であるがシングル・マスターのみ。と類似であるがシングル・マスターのみ。

PM3580PM3580ロジック・アナライザ・ファミリ用のロジック・アナライザ・ファミリ用のII22CCバス・アナライザ・サポート・パッケージバス・アナライザ・サポート・パッケージ
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表12 データ・ハンドブック

タタタタタイイイイイトトトトトルルルルル

IC01:  Semiconductors for Radio, Audio and CD/DVD Systems

IC02:  Semiconductors for Television and Video Systems

IC03:  Semiconductors for Wired Telecom Systems (parts a & b)

IC12:  I2C Peripherals

IC14:  8048-based 8-bit microcontrollers

IC17:  Semiconductors for wireless communications

IC18:  Semiconductors for  in-car electronics （日本で供給不可）

IC19:  ICs for data communications

IC20:  80C51-based 8-bit microcontrollers + Application notes and Development tools

IC22:  Multimedia ICs

オオオオオーーーーーダダダダダーーーーー・・・・・コココココーーーーードドドドド

9397 750 02453

9397 750 01989

9397 750 00839,
9397 750 00811

9397 750 01647

9398 652 40011

9397 750 01002

9397 750 00418

9397 750 00138

9397 750 00963

9397 750 02183

表13 カタログ、リーフレット、ラボ・レポート、本等

タタタタタイイイイイトトトトトルルルルル オオオオオーーーーーダダダダダーーーーー・・・・・コココココーーーーードドドドド

9397 750 00008

9397 750 00953

9397 750 00644

9397 510 76011

9397 750 01587

9398 706 98011

AN94078

ETV/IR8833

AN95068

AN96040

ETV8835

Author:  D. Paret
Publisher:  Wiley
ISBN:  0-471-96268-6

AN97055

9397 750 0054

Can you make the distance... with I2C-bus (information about the P82B715 I2C-bus extender IC)

I2C-bus multi-master & single-master controller kits

Desktop video (CD-ROM)

80C51 core instructions quick reference

80C51 microcontroller selection guide

OM5027 I2C-bus evaluation board for low-voltage, low-power ICs & software

P90CL301 I2C driver routines

User manual of Microsoft Pascal I2C-bus driver (MICDRV4. OBJ)

C routines for the PCF8584

Using the PCF8584 with non-specified timings and other frequently asked questions

User’s guide to I2C-bus control programs

The I2C-bus from theory to practice (book and disk)

Bi-directional level shifter for I2C-bus and other systems

OM5500 demo kit for the PCF2166 LCD driver and PCD3756A telecom microcontroller
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